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二

論
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の
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と
本
桁
の
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法

補
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の
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概
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史
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第二帝政印l立問jドイツの政治思:¥[1.(4 完)

一

ラ

1
パ
ン
ト
の
ド
イ
ツ
帝
国
成
立
史
理
解

(i
)
北
ド
イ
Y
辿
邦
の
成
立

(2
)
ド
イ

Y
弼
凶
の
成
立

二

部
問
の
法
的
本
質
に
つ
い
て
の
ラ
l
パ
ン
ト
の
理
解

(1
)
法
お
よ
び
怖
利
主
体
と
し
て
の
帝
国

(
2
)
辿
邦
国
家
概
念

三

帝
国
と
個
別
国
家
の
関
係
に
つ
い
て
の
ラ
l
パ
/
卜
の
理
解

(l
)
帝
国
権
力
の
主
体

(2)
帝
問
に
対
す
る
側
別
国
家
の
従
属
関
係

(3)
例
別
諸
国
家
の
格
利

四

ラ

l
パ
ン
ト
の
辿
邦
川
一
家
迎
論

第
二
草

ギ

l
ル
ケ
の
-
フ
l
パ
ン
ト
批
判

一
凶
家
人
格
概
念
つ
い
て

三
国
家
内
部
に
お
け
る
全
体
と
部
分
の
関
係
に
つ
い
て

三
連
邦
国
家
理
論
に
つ
い
て

四
法
の
内
容
と
形
式
の
附
係
に
つ
い
て

五

ギ

ル

ケ

の

ラ

l
パ
ン
ト
批
判

第
三
草

ラ

l
パ
ン
ト
の
応
答
と
ギ
l
ル
ケ
凶
'
象
論
の
影
響

一

ド
イ
ツ
帝
国
成
立
史
理
解
を
め
ぐ
る
応
答

二

部
同
の
法
的
本
質
を
め
ぐ
る
応
答

(
l
)
『
ド
イ
ア
国
法
学
』
第
二
版
第
七
節

(2
)
『
ド
イ
ア
国
法
学
』
第
二
版
第
八
節

三

ギ
l
ル
ケ
の
述
邦
同
家
論
の
実
効
性

以
上
、
五
六
巻
五
号
)
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品

結
料
品開1

(以
上
、
本
号
)

論

第

音1¥

ギ

1
ル
ケ

H
ラ
!
パ
ン
ト
論
争
と
ギ

I
ル
ケ
国
家
論
の
実
像

第

章

ギ

l
ル
ケ
の
ラ

l
パ
ン
ト
批
判

連
邦
国
家
離
論
に
つ
い
て

ギ
l
ル
ケ
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
連
邦
国
家
理
論
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
国
家
人
格
概
念
を
前
提
と
し
て
い
た
点
に
つ
い
て
は
、

'V
向
く
評
価
す

る
が
、
そ
の
国
家
人
格
概
念
の
解
釈
自
体
に
つ
い
て
は
、
不
十
分
で
あ
る
と
し
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
結
果
的
に
連
邦
国
家
理
論
を
萎
縮
さ
せ

た
と
批
判
す
る

(「
印

二
凶叶
)。
ギ
l
ル
ケ
は
、
ラ
1
パ
ン
ト
が
、
生
の
直
感
や
日
け
'
吊
の
町内
法
と
調
和
す
る
形
で
、

「部
分
と
全
体
の
双
方
が
、

共
に
国
家
で
あ
る
」
と
解
釈
す
る
余
地
を
見
出
し
た
占
、
お
よ
び
、
迎
邦
国
家
概
念
の
基
準
を
、
多
量
の
国
家
的
人
格
闘
係
に
見
出
し
た
点

に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
理
解
に
有
益
な
も
の
で
あ
る
と
評
価
し
た

(munE)
。
し
か
し
、
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、

国
家
人
格
の
有
無
を
基
準
と
し
て
、
辿
邦
国
家
と
そ
れ
以
外
の
国
家
形
能
b

と
を
外
見
上
区
別
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
際
、
国
家
的
な
法
主

体
を
、
「
法
人
」

の
思
考
形
式
に
押
し
込
ん
で
し
ま
っ
た
た
め
に
、
最
終
的
に
は
、
こ
の
区
別
に
失
敗
す
る
こ
と
と
な
っ
た

(開
宮
亘

)。
と

い
う
の
も
、
国
法
上
の
団
体
の
形
成
に
附
わ
る
、
法
的
な
本
質
規
定
を
め
ぐ
っ
て
は
、
国
家
人
格
の
構
造
が
問
題
と
な
る
は
ず
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ラ
i
パ
ン
ト
は
、
人
工
的
な
法
主
体
に
内
的
な
本
質
的
廿
古
典
が
あ
る
こ
と
を
認
め
ず
、
あ
ら
ゆ
る
区
別
を
、
柿
利
の
秘
類
や

北法56(6"4)2436



範
囲
の
問
題
に
還
元
し
、
法
人
格

一
般
の
有
艦
の
み
を
区
別
の
器
準
と
し
た
た
め
に
、
連
邦
国
家
と
、
そ
の
他
の
国
家
結
合

(国
家
迎
合
な

ど
)
と
を
、
全
体
が
怖
に
国
家
人
格
を
持
つ

H
連
邦
国
家
)
か
、
そ
れ
と
も
、
全
く
持
た
な
い

(
H
迎
邦
国
家
以
外
の
国
家
結
合
)
か
、

と
い
う
制
点
か
ら
区
別
す
る
こ
と
と
な

っ
た
か
ら
で
あ
る

(開
宮
邑

)。

ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
こ
の
区
別
を
、
法
人
と

組
合
の
区
別
と
同

一
視
す
る

(印
口問

凶司
)
が、

か
つ
て
の
ド
イ
Y
連
邦
の
よ
う
に
、
単
な
る
国
際
法
上
の
共
同
体
で
あ
っ
て
も
、
法
人
観

念
に
従
っ
て
組
織
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
、
こ
の
共
同
体
は
、
国
家
的
人
絡
と
し
て
で
は
な
く
、
国
際
法
上
あ
る
い
は

私
法
上
の
人
格
と
し
て
現
れ
る

(「
∞
ニ
ヨ
ム
一凶白)
。
ま
た
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
連
邦
国
家
と
自
治
体
を
伴
う
統
一
国
家
と
を
区
別
す
る
際

に
は
、
部
分
団
体
の
国
家
人
格
が
、
前
者
に
お
い
て
は
常
に
現
れ
る
が
、
後
者
に
お
い
て
は
全
く
現
れ
な
い
と
し
て
区
別
し
た

(
開

e
o
E且
)
。

し
か
し
、
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
州
や
市
町
村
も
、
ラ
l
パ
ン
卜
の
Z

一白
う
「
公
法
上
の
法
人
」

(印
己目

ヨ
)
で
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
述
郎

国
家
と
そ
の
他
の
形
態
と
の
区
別
は
、
国
家
的
法
主
体
の
構
造
の
迩
い
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る

「印

ニ
凶∞
)。

ギ
l
ル
ケ
は

第二帝政創立IUJドイツの政治思想(4 完)

連
邦
国
家
に
お
い
て
の
み
、
椛
成
諸
国
家
と
は
全
く
別
の
も
の
と
し
て
の
全
体
国
家
が
、
自
立
的
に
組
織
さ
れ
た
上
級
国
家
と
し
て
、
固
有

の
国
家
的
人
格
を
持
ち
、
構
成
諸
国
家
の
上
位
に
存
在
す
る

(m
u
g
a
)。
そ
れ
に
対
し
、
従
属
国
家
を
伴
う
首
長
国
家
か
ら
形
成
さ
れ
た

帝
国
に
お
い
て
は
、
構
成
国
家
の
一
つ
が
、
同
時
に
上
級
国
家
と
し
て
、
帝
国
権
力
の
玉
体
と
な
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
同
一
君
王
の
下
の

国
家
辿
合

同
E
E
2
5
コ
に
お
い
て
は
、
上
級
国
家
は

一
切
存
在
せ
ず
、
あ
る
範
囲
に
お
い
て
、
国
法
上
の
共
肉
体
を
形
成
す
る
多
数
の
図
家

が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
と
い
う

(g
g三
。
な
お
、
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
ラ
l
パ
ン
卜
は
、
「
従
属
国
家
を
伴
、っ
首
長
国
家
か
ら
形
成

さ
れ
た
布
図
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
正
し
く
立
て
て
い
た

(印
口
間
三
司
)
が
、
神
聖
ロ

l
マ
帝
国
を
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
包
摂
し
た

一
人
の
「
封
主
」

の
下
へ
の
「
属
国
」

の
は
不
当
で
あ
る

(「
印

ニ凶
由
〉
ロ
ヨ

N
)
。
と
い
う
の
は
、
確
か
に
神
聖
ロ

l
マ
帝
国
の
中
に
は
、

的
な
服
従
の
契
機
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
「
封
主
」
は
、
あ
る
一
定
の
領
域
の
代
表
と
し
て
で
は
な
く
、
全
体
の
代
表
と
し
て

(l
)
 

任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
神
聖
ロ

!
?
帝
国
に
は
、
連
邦
国
家
概
念
を
適
用
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る

(m
u
nロ
ι
)
。

|ヒ法56(6.5)2437



説

こ
、
つ
し
て
、

ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
連
邦
国
家
概
念
の
研
究
は
、
国
家
的
団
体
人
格
と
そ
の
他
の
団
体
人
格
と
の
区
別
の
問
題
に
集
約
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
国
家
形
態
の
法
的
な
構
成
を
め
ぐ
っ
て
は
、
全
体
と
そ
の
部
分
に
対
し
て
同
時
に
国
家
資
格
を
認
め
る
こ
と
と
、
従
来

論

の
国
家
概
念
と
を
ど
の
よ
う
に
整
合
さ
せ
る
か
、
と
い
、っ
問
い
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る

【
加
]
一
泡
)。

そ
し
て
、
ギ
l
ル
ケ
は
、
こ
こ
で

あ
ら
ゆ
る
辿
邦
国
家
概
念
は
、
ジ
レ
/
マ
に
陥
る
と
い
う

(開
Z
E
)。
と
い
う
の
も
、

ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
学
説
上
の
国
家
概

念
は
、
統

一
国
家
を
念
頭
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
、

「国
家
的
法
主
体
を
、
縫
っ
か
の
人
格
に
分

裂
さ
せ
る
」
と
い
う
思
考
を
矧
除
す
る
特
徴
を
持
つ
か
ら
で
あ
る

つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、

「連
邦
国
家
概
念
を
放
棄
す
る
か

(
問
H
U
O
E
己
)。

そ
れ
と
も
、
従
来
の
学
問
的
な
国
家
概
念
を
放
棄
す
る
か
」
と
い
う
、

二
者
択

一
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
と
い
う

(問
宮
邑

)。

ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
プ

1
7
エ
ン
ド
ル
フ
以
降
の
多
数
の
近
代
的
著
作
家
た
ち
は
、
第

一
の
道
、
す
な
わ
ち
、
連
邦
国
家
概
念
を
放
臨
時

す
る
と
い
う
選
択
を
行
っ
た

(広

]H3lニ
品
。
)。
ギ
l
ル
ケ
は
、
確
か
に
、
「
連
邦
国
家
概
念
を
放
楽
す
る
」
と
い
う
選
択
を
行
、
つ
の
で

あ
れ
ば
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
理
論
上
の
困
雛
は
な
く
な
る
と
認
め
る
が
、
そ
の
選
択
は
、
ド
イ
ツ
の
生
の
現
実
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
し
、

第
二
の
道
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
す
る

(開
Z
E
)。
す
な
わ
ち
、

「諸
国
家
よ
り
な
る
国
家
」
と
し
て
迷
邦
国
家
を
捉
え
る
道
で
あ
る

(巳
自
己

)。

ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
国
家
概
念
は
、
歴
史
的
概
念
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
変
更
可
能
な
も
の
な
の
で
あ
り
、

一
方
に
お

い
て
、
真
の
生
の
関
係
を
可
能
な
限
り

一
般
的
な
法
窓
殺
と

一
致
さ
せ
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
、
従
来
の
学
問
的
国
家
概
念
を
可
能
な
限

り
受
け
継
ぎ
、
学
問
的
述
続
性
を
確
保
す
る
、
と
い
う
こ
重
の
要
請
を
満
た
す
こ
と
は
、
不
可
能
で
は
な
い

g
o
E
e
)。
な
ん
と
な
れ
ば

両
者
は
最
終
的
に
重
な
り
合
う
は
ず
で
あ
り
、
近
代
的
国
法
学
説
自
身
が
、
国
家
生
活
の

一
部
と
な
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る

(
開

σo
コ
ι
)
。

ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
第
二
の
道
の
た
め
に
考
え
ら
れ
る
具
体
的
な
方
策
は
、
伝
統
的
な
国
家
権
力
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
か
ら
、
統

一

性
と
王
権
の
ど
ち
ら
か
を
放
楽
す
る
こ
と
で
あ
る

(広

ニ

E
D
t

ご
含
)。

ギ
l
ル
ケ
は
、
前
者
、
す
な
わ
ち
、
統

一
性
を
放
棄
す
る
議
論
と

し
て
、
ヴ
ァ
イ

y
の
国
家
理
論
を
取
り
上
げ
る
が
、
ヴ
ァ
イ
ツ
の
理
論
に
つ
い
て
は
、
連
邦
国
家
の
国
家
権
力
を
、
内
容
に
応
じ
て
分
割
し
、

，ti.土56(6.6)2438



全
体
国
家
と
個
別
国
家
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
内
に
お
け
る
主
権
的
共
同
体
と
し
て
、
独
立
的
に
並
存
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
近
代
的
国
家
概
念
の
理
論
的
成
果
を
破
壊
す
る
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ
ア
に
お
け
る
生
の
現
実
と
も
激
し
く
矛
盾
す

る
も
の
で
あ
る
と
し
て
退
け
る

(m
Z
E
)。
ギ
l
ル
ケ
は
、
そ
れ
に
対
し
、
後
者
、
す
な
わ
ち
「
国
家
椀
力
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
か
ら
主
椀

を
放
棄
す
る
方
向
伯
」
に
注
目
す
る

(g
g匹
)。

す
な
わ
ち
、
全
体
図
家
と
個
別
因
。訟
を
、
上
下
附
係
の
下
に
置
き
、
全
体
国
家
に
は
、

統

一
不
可
分
の
主
格
的
国
家
格
力
を
集
中
さ
せ
る

一
方
で
、
個
別
国
家
に
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
伺
僚
で
あ
り
つ
つ
も
、
非
主
物
的
で
あ

る
よ
う
な
国
家
織
力
を
返
巡
す
る
と
い
う
方
向
性
で
あ
る
宵
宮
邑

)。

ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
ラ
l
パ
ン
ト
に
代
表
さ
れ
る
方
向

性
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
非
主
柿
的
構
成
国
家
と
自
立
的
州
あ
る
い
は
市
町
村
と
の
区
別
を
、
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
か
と
い
う
閤
雌
な

問
題
が
生
じ
る

{
問
『
ロ
コ
己

)。

こ
の
困
難
な
問
題
に
対
す
る
対
処
法
と
し
て
、
ギ
l
ル
ケ
は
次
の
コ
一
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
ず
、
第

一
に
考
え
ら
れ
る
の

第二帝政相1"-問ドイ yの政t古思想 (" 完)

は
、
構
成
貝
の
立
場
の
違
い
で
区
別
す
る
方
法
で
あ
る

(「印

二
全
・
ニ

S
)。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
方
法
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
と
っ

た
方
法
で
あ
り
、
構
成
国
家
の
決
定
的
特
徴
を
、
主
格
的
中
央
権
力
へ
の
関
与
に
認
め
る
と
い
う
方
法
で
あ
る

mug己
}。
ギ
l
ル
ケ
は

「
構
成
国
家
が
、
全
体
国
家
の
機
関
の
形
成
に
関
与
す
る
」
と
い
う
特
徴
は
、
確
か
に
連
邦
国
家
の
本
質
と

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る

が
、
こ
の
特
徴
は
、
連
邦
国
家
の
み
に
見
ら
れ
る
本
質
で
は
な
い
と
し
、
決
定
的
な
基
準
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
(
間
宮
邑

)。

と
い
う
の

も
、
主
椛
的
中
央
権
力
へ
の
附
与
に
つ
い
て
は
、
統

一
国
家
に
お
け
る
市
町
村
や
州
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る

(m
u
g己
)
。

ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
こ
の
問
題
を
す
で
に
認
識
し
て
お
り
、
こ
の
問
題
へ
の
対
処
と
し
て
、
ド
イ
ツ
帝
国
に
お
け
る
倒

別
国
家
の
主
権
者
が
、
そ
れ
ら
の
全
体
に
お
い
て
、
帝
国
柿
力
の
主
権
機
関
を
形
成
す
る
こ
と
に
、
区
別
の
基
準
を
見
出
そ
う
と
し
た

(間
宮
亘
・)。

し
か
し
、
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
述
邦
国
家

一
般
の
特
色
で
は
な
く
、
君
主
政
的
基
礎
を
も
っ
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
特

殊
性
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る

(Bozo
)。
そ
し
て
、
ギ

l
ル
ケ
は
、
も
し
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
、
こ
の
よ
う
な
主
権
へ
の
「
関
与
」
を、

北法56(6'7)2439



2見

領
邦
君
王
に
つ
い
て
は
主
権
者
と
し
て
の
、
そ
し
て
、
領
邦
国
家
に
つ
い
て
は
主
権
国
家
と
し
て
の
、
国
際
法
上
の
公
民
権
の
存
続
で
あ
る

の
で
あ
れ
ば
、
ラ
パ
ン
ト
は
、
観
念
上
の
統
一
体
に
お
け
る
経
民
に
、
主
権
的
機
関
の
地
位
を
認
め
て
い
る

，t法56(6.8)2440

と
説
明
す
る
(
印
O
固
ま
)

儲

こ
と
と
な
り
、
そ
の
場
合
は
、
共
和
国
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
有
機
者
が
、
同
様
に
、
こ
の
よ
う
な
栄
誉
を
訪
求
で
き
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で

あ
る
と
批
同
す
る
(
【い

=
2
1ご
S
)。
さ
ら
に
、
ギ

l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
ラ
!
パ
ン
卜
は
、
彼
合
的
国
家
に
お
い
て
は
、
「
も
っ
ぱ
ら
個
々

の
公
民
が
、
諸
国
家
の
仲
介
を
通
じ
て
の
み
、
全
体
に
所
属
す
る
」
と
い
う
、
国
家
コ
ル
ポ
ラ
テ
イ
オ
ン
の
形
式
の
み
を
有
効
で
あ
る
と
考

え
、
辿
邦
国
家
に
お
け
る
個
別
図
家
の
立
場
に
、
独
占
〉
E
RE-何回一回
n
Z
E
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
付
与
し
た
の
で
あ
る
が
(
印ロ国

叫

D
R
・

∞∞
『『

-G
U宍
)
、
こ
の
こ
と
は
、
ラ
ー
パ
ン
ト
の
全
連
邦
国
家
理
論
に
お
け
る
、
最
も
重
大
で
、
致
命
的
な
誤
り
で
あ
る
(
「
的

ご
含
ム

-8
)。

ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
、
近
代
の
述
邦
国
家
は
、
構
成
国
家
に
よ
る
媒
介
機
能
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
実
際

に
、
個
々
の
公
民
は
、
構
成
国
家
の
諸
団
体
に
属
す
る
範
囲
に
お
い
て
、
構
成
国
家
に
よ
り
媒
介
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
全
体
国
家
の
中
央

権
力
が
、
専
接
個
々
人
に
及
ぶ
こ
と
や
、
構
成
国
家
の
全
所
属
員
が
、
直
接
全
体
国
家
に
所
属
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
疑
問
の
余
地
が
な

し、

開
宮
孟

)。
そ
れ
は
、
分
権
的
な
統
一
国
家
に
お
い
て

一
方
で
、
閉
じ
た
ケ
ル
パ

l
シ
ャ
フ
ト
で
あ
る
州
や
郡
、
市
町
村
が
存
在
し
、

他
方
で
、

ケ
ル
パ

1
シ
ャ
フ
ト
織
力
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
人
格
部
分
を
も
っ
、
個
人
と
し
て
の
公
民
が
、
国
家
構
成
長
で
あ
る
の
と
同
様
で

あ
り
、
近
代
の
連
邦
国
家
は
、
諸
国
家
と
同
時
に
諸
個
人
か
ら
も
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る

開
σロコ己
}。
こ
う
し
て
、
ギ
l
ル

ケ
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
よ
う
な
「
第

一
の
方
法
」
に
よ
る
区
別
に
は
、
十
分
な
理
由
が
な
い
こ
と
と
な
る
。

次
に
、
非
主
格
的
構
成
国
家
と
自
立
的
州
あ
る
い
は
市
町
村
と
を
区
別
す
る
、
第
二
の
方
法
と
し
て
は
、
団
体
格
力
に
対
す
る
権
利
の
異

質
性
に
よ

っ
て
区
別
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
(
広

二
8
・=
8
)。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
方
法
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
採
用
し
た
方{2
)
 

法
で
あ
り
、
構
成
国
家
に
対
し
、
自
ら
に
「
固
有
」
の
公
法
上
の
支
配
力
を
持
つ
線
利

E
ロヨ
E
加

E
E
R
R
-
N
R
E
E
E
S
E
-n言
。
nz
r
zn
玄
告
Z

を
認
め
、
自
治
体
に
は
そ
れ
を
認
め
な
い
と
い
う
方
法
で
あ
る

(間
宮
邑

)。
し
か
し
、
ギ
l
ル
ケ
は
、

こ
の
区
別
で
は
、
自
治
体
や
教
会



を
は
じ
め
と
す
る
、
各
種
の
コ
ル
ポ
ラ
テ
イ
オ
ン
に
つ
い
て
は
、
自
ら
に
疎
遠
な
権
利
を
持
つ
だ
け
で
十
分
で
あ
る
と
い
う
、
不
合
理
な
結

来
と
な
っ
て
し
ま
う
と
批
刊
す
る
(
開
宮

E
e)。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、

「
固
有
の
権
利
」
が
、
本
来
的
に
保
有
さ
れ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い

は
、
派
生
的
に
獲
得
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
は
、
歴
史
的
な
意
味
し
か
持
た
な
い
の
で
あ
り
、
決
定
的
な
区
別
の
指
標
に
は
な
ら
な
い

(mz
z
e)。
ま
た
、
続
利
の
現
状
を
考
え
る
際
に
、
そ
の
終
わ
り
方
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
り
、
「
悶
有
の
椛
利
」
が
国
家
に
よ
っ
て

剥
奪
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
も
、
決
定
的
な
指
標
に
は
な
ら
な
い
と
い
う

(g
s
a
)。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
実
際
上
、
国

家
が
、

コ
ル
ポ
ラ
テ
イ
オ
ン
や
州
に
対
し
、
「

一
定
の
生
の
領
域
を
、
そ
れ
ら
の
阿
君
担
し
に
は
奪
わ
な
い
」
と
保
統
す
る
こ
と
が
あ
る

一

方
で

ド
イ
ア
帝
悶
は
、
他
の
近
代
述
邦
国
家
と
同
様
に
、
自
ら
の
権
限
を
拡
大
す
る
綿
利
を
持
っ
て
お
り
、
帝
国
に
よ
り
、
個
別
国
家
の

国
家
権
力
が
、
合
法
的
に
剥
奪
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

(開
U
oE

)
。
け
だ
し
、
ラ
l
パ
ン
ト
や
イ
ェ
リ
ネ
y
ク
も
、
財
産
械
が
、
そ
の
収

用
の
可
能
性
に
よ
っ
て
失
わ
れ
な
い
の
と
問
機
に
、
支
配
権
力
は
、
そ
の
剥
奪
の
危
険
性
に
よ
っ
て
、
「
固
有
の
権
利
」
と
し
て
の
性
格
を

第二部政相l立l問ドイァの政治思想 14 完)

失
わ
な
い
と
し
て
い
た
は
ず
で
あ
っ
た

scoz
e)。
従
っ
て
、
ギ
l
ル
ケ
は
、
「
閏
有
の
権
利
」
と
い
う
概
念
は
、
徹
底
的
に
そ
の
所
有
方

法
に
依
存
す
る
と
し

一
般
的
な
語
法
に
目
を
向
け
れ
ば
、
そ
の
内
容
に
応
じ
た
権
利
、
あ
る
い
は
、
そ
の
行
使
に
向
け
た
権
利
を
持
っ
て

い
る
か
ど
う
か
が
重
要
で
あ
る
と
す
る

(開
σnEe
)。
す
な
わ
ち
、
他
者
の
権
利
を
行
使
す
る
権
利
も
ま
た
、

「
固
有
の
権
利
」
で
あ
る
こ
と

と
な
る
の
で
あ
る

(間
宮
邑

)。

従
っ
て
、
構
成
国
家
が
、
中
央
権
力
の
機
関
と
し
て
の
み
、
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、

構
成
国
家
は
、
「
固
有
の
権
利
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
同
じ
事
は
、
自
治
体
や
教
会
を
含
む
す
べ
て
の
コ
ル
ポ
ラ
テ
イ
オ
ン
に
も

言
え
る
の
で
あ
っ
て
、
「
固
有
の
棉
利
」
の
有
無
は
、
国
家
の
指
標
と
は
な
り
符
な
い
と
い
う
の
で
あ
る

(開
宮
邑

)
。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、

ラ
l
パ
ン
ト
は
、
他
方
で
、
個
別
国
家
の
全
柿
限
を
、
「
自
治
」

や
「
自
律
」
に
逃
元
し
、
そ
の
名
前
に
応
じ
、
不
適
切
な
方
法
で
、

ポ
ラ
テ
イ
オ
ン
権
力
と
同

一
視
す
る
な
ど
、
「
困
右
の
梅
利
」

の
有
加
を
国
家
の
指
標
と
す
る
思
考
を
首
尾

一
口
さ
せ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
少
な
く
と
も
、
そ
の
よ
う
な
方
向
性
を
拘

っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い

(g
n邑
)
。
そ
し
て
、
イ

ェ
リ
不
ァ
ク
に
至
っ
て
は
、
こ
の
コ
Jレ

1ヒtl5616.9l2441



説

方
向
性
を
民
徹
さ
せ
、
す
べ
て
の
ケ
ル
パ

1
シ
ャ
フ
ト
権
力
を
、
ケ
ル
パ

l
シ
ャ
フ
ト
自
体
に
疎
遠
な
国
家
の
権
利
と
説
明
す
る
た
め
に
、

「
固
有
の
」
権
利
は
、
そ
の
行
使
に
お
い
て
「
法
的
に
支
配
で
き
な
い
」
権
利
で
あ
る
と
い
う
、
完
全
に
恋
な
的
な
主
張
に
手
を
伸
ば
さ
ざ

うh". 
る
を
刑
判
な
か
っ
た
と
す
る

(
開
F
0
2
且
。
)
。

非
主
権
的
国
家
と
自
立
的
自
治
体
を
原
理
的
に
区
別
す
る
第
三
の
方
法
と
し
て
は
、
両
者
の
権
力
領
域
の
内
容
の
迎
い
に
よ
る
方
法
が
考

え
ら
れ
る

(
円
上
山

=aーニ
怠
)。

し
か
し
、
ギ
l
ル
ケ
は
、
権
限
の
内
容
は
、
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
変
動
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
構
成

国
家
に
本
質
的
に
存
在
し
な
が
ら
、
ケ
ル
パ

l
シ
ャ
フ
ト
に
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
権
限
や
資
格
を
立
証
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
と
す
る

(
問

σ。
ロ色

)。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
国
家
的
部
分
と
自
治
的
部
分
の
概
念
上
の
区
分
を
見
出
す
こ
と
は
、

一
見
不
可
能
で
あ
る
か

の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
生
に
お
い
て
、
こ
の
区
別
が
承
認
さ
れ
て
い
る
以
上
、
法
官
'
識
の
世
界
に
お
い
て
も
、
両
者
を
区
別
す
る
思
考
が

作
用
し
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
法
学
が
、
観
念
世
界
と
も
関
わ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
法
学
は
、
こ
の
思
考
を
概
念
に
ま
で
高
め
る
努
力
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

広
ニ
字
三
寸
)。

ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば

こ
の
占
…
に
つ
い
て
は

へ
ー
ネ
ル
が
、
連
邦
国
家
に
お
い
て
、
全
体
国
家
や
構
成
諸
国
家
の
ど
ち
ら
か

一
方
に
完

全
な
国
家
が
現
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
両
者
の
全
体
に
完
全
な
国
家
が
現
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
正
し
く
指
摘
し
て
い
た

円

M

=
5
3
。

む
ろ
ん
、
ラ
l
パ
ン
ト
も

へ
l
ネ
ル
の
議
論
の
有
用
性
を
評
価
し
て
お
り

(出

口

問

忽
R
)、
確
か
に
、
帝
国
国
家
椛
力
と
領
邦
国
家
権

カ
の
相
互
関
係
の
叙
述
に
お
い
て
、
両
者
の
連
帯
川
口
と
有
機
的
な
協
働
を
、
正
し
く
視
野
に
入
れ
て
は
い
た

(「
印
同
広
三
。
し
か
し
、
ギ
l

ル
ケ
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
、
客
観
的
制
度
と
し
て
の
国
家
に
の
み
、
こ
の
協
働
を
認
め
た
に
す
ぎ
な
い
点
に
つ
い
て
、
不
十
分
で
あ
る
と
批

へ
l
ネ
ル
が
、
国
家
の
法
王
体
性
の
問
題
に
、
十
分
に
は
対
応
で
き
て
い
な

判
す
る

開

σ
0
ロ《]
)。

つ
ま
り
、
疎
か
に
、
ラ

l
パ
ン
ト
は

い
こ
と
を
、
正
し
く
指
摘
し
た

(目
。
同

∞u
i∞AF
)
 

の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
欠
陥
を
、
客
観
的
統

-
に
対
応
す
る
、
主
観
的
述
関
を
探
し
出

!と法56(6-10)2442



す
こ
と
に
よ
っ
て
補
う
の
で
は
な
く
、
こ
の
決
定
的
な
場
所
で
、
連
帯
の
全
思
考
を
放
棄
し
た
と
批
判
す
る
の
で
あ
る

戸
h

山
口。
J
H
)

。
ギ

l

ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
自
ら
の
私
法
的
な
人
格
慨
念
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
他
の
可
能
性
を
断
ち
切
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、

上
級
岡
家
と
下
級
国
家
の
そ
れ
ぞ
れ
を
、
完
全
に
そ
れ
自
身
で
立
つ
法
人
と
し
て
構
成
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る

(
問

-uの
ロ
且

)。

こ
の
よ
う
な
ラ

l
パ
ン
ト
の
議
論
に
対
し
、
ギ
l
ル
ケ
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る

(「
印

ご

B
E
。
確
か
に
、
長
い

和
神
活
動
の
中
で
発
展
し
て
き
た
、
近
代
的
人
民
の
法
意
識
は
、
あ
ら
ゆ
る
自
立
的
で
国
民
的
な
生
の
領
域
に
お
い
て
、
そ
の
法
領
域
内
に
、

他
の
あ
ら
ゆ
る
団
体
格
カ
を
越
え
た
、
日
刷
出
の
団
体
椀
力
が
存
在
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
思
考
で
満
た
さ
れ
て
い
る

(開
宮
邑

)。

そ
し
て
、

近
代
的
人
民
の
法
意
識
は
、
こ
の
北
日
次
の
格
力
に
対

L
、
そ
の
任
務
と
権
限
を
与
え
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
た
法
的
領
域

に
、
国
家
の
資
格
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る

(g
o邑
)。

そ
し
て
、
こ
の
国
家
的
権
力
領
域
と
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
団
体
の
権
力
領
域
と
の

第二帝政例立}山ドイツの政治思想 (" 完)

区
別
は
、
前
者
が
、
自
ら
の
立
て
た
法
秩
序
に
よ
っ
て
の
み
、
規
制
さ
れ
る
と
い
う
点
を
基
準
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
国
家
的
織
力
領
域

と
そ
れ
以
外
の
権
力
領
域
は
、
こ
の
対
外
的
お
よ
び
対
内
的
な
「
主
権
」
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
る

(
問

σ
E
F
)。
そ

し
て
、
こ
の
国
家
領
域
は
、
分
裂
し
た
も
の
と
し
て
観
念
す
る
こ
と
も
出
来
な
い

(m
Z
E
)。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
分
裂
を
認
め
る

場
合
は
、
同
じ
法
領
域
内
に
、
絞
数
の
「
最
高
次
」

の
権
力
を
立
て
る
と
い
う
矛
盾
に
至
る
か
、
あ
る
い
は
、
非
主
権
的
国
家
を
導
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る

(g
2
F
)。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
法
主
体
と
し
て
の
連
邦
国
家
に
お
い
て
、
そ
の
主
観
的

述
附
を
探
し
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
に
見
え
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
代
的
法
意
識
が
、
同

一
共
同
体
内
に
お
け
る
多
数
の
国

家
権
力
の
主
体
の
存
在
を
承
認
し
て
い
る
以
上
、
ギ
ー
ル
ケ
は
、
こ
の
関
係
を
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
ほ
か
な
い
と
い
う

(間
宮
邑

)。

す

な
わ
ち
、
あ
る
祢
利
義
務
の
総
体
が

一
者
と
し
て
、
最
高
次
か
つ
不
可
分
の
椀
カ
領
域
を
構
成
す
る

一
方
で
、
多
数
の
主
体
に
、
そ
の
共

同
所
有
の
資
格
が
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る

(
開

σ
0
2
且
)。

つ
ま
り
、
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
迎
邦
同
家
に
お
い
て
も
、

国
家
権
力
自
体
は
、
統

一
国
家
に
お
け
る
と
全
く
同
じ
状
態
に
あ
る
の
で
あ
り
、
連
邦
国
家
と
統

一
一
国
家
は
、
そ
の
国
家
権
力
の
主
体
が
、

北法5616'11124'13



日且

峨

一
の
全
体
人
格
で
は
な
く
、
あ
る

一
定
の
方
法
で
構
成
さ
れ
た
多
数
の
全
体
人
格
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
の
み
、
異
な
る
と
考
え
る

べ
き
な
の
で
あ
る

(
開
『
0
3

且
)。

給

こ
う
し
て
、
こ
こ
で
、
国
家
的
権
力
領
域
に
お
け
る
多
数
の
主
体
を
と
の
よ
う
に
構
成
す
る
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
が
、

ギ
I
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
実
質
に
お
い
て
不
可
分
で
あ
る
よ
う
な
国
家
権
力
の
主
体
と
し
て
理
解
可
能
な
も
の
は
、
有
機
的
に
連
帯
し
た
多
数

の
国
家
人
格
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
全
体
国
家
と
個
別
国
家
は
、
連
帯
し
て
、
通
常
は
単

一
の
人
格
に
あ
る
よ
う
な
、
主
体
を

形
成
す
る
の
で
あ
る

(F
h
=
a
z
s)。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
全
体
国
家
と
個
別
国
家
が
連
帯
し
て
形
成
す
る
、
こ
の
有
機
的
共
同
体

は
、
特
別
な
組
織
や
そ
れ
固
有
の
機
関
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
た
め
に
、
各
構
成
要
素
を
超
え
た
新
た
な
国
家
人
格
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と

(間
宮

E
)。
ま
た
、
こ
の
有
機
的
共
同
体
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
個
別
の
国
家
人
格
が
、
そ
れ
に
よ

っ
て
相
互
に
永
続
的
に

結
び
つ
く
よ
う
な
、
あ
る
種
の
合
態
的
な
述
荷
の
中
で
の
み
、
共
同
体
の

一
部
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
自
体
と
し
て
自
立
し
た
国
家
人

は
で
き
な
い

絡
の
総
計
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
い

(間
宮
邑

)。

ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
の
共
有
者
の
立
場
は
対
等
で
は
な
く
、
全
体

国
家
自
身
が
共
同
体
の
首
長
な
の
で
あ
り
、
全
体
国
家
は
、
対
外
的
に
構
成
国
の
全
体
を
代
表
す
る
と
と
も
に
、
対
内
的
に
は
最
終
的
な
決

(間
宮
口
且

)。

ギ
1
ル
ケ
は
、
こ

の
よ
う
な
構
成
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
家
的
法
主
体
を
幾
重
も
の
人
格
へ
分
裂
さ

せ
な
が
ら
も
、
最
終
的
な
国
家
意
思
の
統

一
を
保
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

(間
宮
邑

)。

定
権
者
で
あ
る

そ
し
て
、
も
し
、
国
家
機
力
が
、
そ
の
実
質
に
従
い
、
枚
々
に
結
び
つ
い
た
多
数
性
と
い
う
、
全
体
国
家
と
構
成
国
家
の
不
可
分
の
共
同

所
有
の
状
態
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
国
家
権
力
は
、
そ
の
行
使
に
応
じ
て
、
共
同
体
を
構
成
す
る
個
々
の
担
い
手
に
、
固
有
権

印
O
E
2
5
5
m

と
し
て
分
配
さ
れ
る

(
戸
」凶

ご

色

申

)
。

つ
ま
り
、
国
家
権
力
に
含
ま
れ
る
権
限
の
総
体
は
、
統

一
的
統
合
の
中
で
、
全
体
国
家
に
割
り
当
て

ら
れ
る
も
の
と
、
多
数
へ
の
分
離
の
中
で
、
構
成
国
家
に
委
ね
ら
れ
る
も
の
と
い
う
、
二
つ
の
合
怨
的
に
境
界
づ
け
さ
れ
た
領
域
に
分
解
さ

れ
る
の
で
あ
る

(間
宮
邑

)。

そ
し
て
、
ギ

l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
か
ら
、
全
体
国
家
人
格
と
す
べ
て
の
構
成
田
家
人
格
の
両
方
に
お
い

jヒ法5616'1212444



て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
で
自
立
的
に
持
つ
よ
う
な
、
固
有
の
国
家
権
力
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
国
家
領
域
は
、

い
ず
れ
も
単

独
で
は
国
家
権
力
た
り
刑
判
ず
、
相
互
の
補
完
を
必
要
と
す
る

(開F
O
E
e
)
。
す
な
わ
ち
、
全
体
国
家
権
力
は
、
確
か
に
、
そ
れ
単
独
で
最
高

次
の
権
力
で
あ
る
が
、
下
へ
向
か
っ
て
は
全
国
家
権
力
と
は
Z

一一
昌
え
ず
、
構
成
国
家
権
力
は
、
少
な
く
と
も
潜
在
的
に
は
、
自
ら
の
領
減
に
お

い
て
全
国
家
権
力
で
あ
る
が
、
上

へ
向
か
っ
て
は
単
独
で
最
高
次
の
権
力
と
は
言
え
な
い
と
い
う
関
係
で
あ
る

開
宮
孟

}
。
ギ
l
ル
ケ
に

よ
れ
ば
、
全
体
国
家
と
椛
成
悶
家
は
、
そ
れ
ら
が
共
同
で
所
有
す
る
、

主
権
的
か
つ
不
可
分
な
図
家
権
力
の
中
に
含
ま
れ
る
資
格
の
一
部
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
性
に
お
い
て
行
使
す
る
の
で
あ
る

(g
g三
。

こ
う
し
て
、
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
山
地
邦
国
家
に
お
け
る
全
体
と
部
分
は
、
統
一
的
な
国
家
制
域
の
共
同
の
担
い
手
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
民
の
国
家
人
格
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
な
る

(
「
印

=
s
・
=
8)。

こ
こ
で
、
榊
成
諸
国
家
は
、
主
権
的
な
国
家
的
全
体
椀
力
の
共
同
所

有
者
と
し
て
、
全
体
国
家
と
の
合
愈
的
な
統
合
の
中
で
観
念
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
国
家
と
し
て
現
れ
る
の
で
あ
る
(
開
宮
邑

)。

第二部政創立JVJドイツの政治思惣 (4 完)

そ
し
て
、
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
こ

の
観
念
に
よ
っ
て
の
み
、
帝
国
の
国
家
的
ま
と
ま
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
イ
ツ
の
個
別
国
家
と
そ
の

領
邦
君
主
が
、
対
外
的
に
国
際
法
上
の
主
体
と
し
て
現
れ
、
主
権
的
公
民
権
を
享
受
す
る
と
い
う
可
能
性
が
開
か
れ
る
の
で
あ
り
、
対
内
的

に
は
、
自
治
体
に
こ
の
観
念
を
転
用
で
き
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
人
民
の
法
意
識
の
中
で
確
か
に
存
在
す
る
、
構
成
国
家
と
地
方
自
治
体
の

原
理
的
区
別
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る

(回
国
ヨ
己

)。

さ
ら
に
、

ギ
l
ル
ケ
は
、
以
上
の
よ
う
な
格
利
関
係
を
、
私
法
上
の
類
似
物
に
よ
っ
て
分
析
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ラ
l
パ
ン
ト

が
r一日一回
う
よ
う
な
「
法
人
と
組
合
」
の
対
比
で
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
協
同
組
合
の
全
体
財
産
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る

=
8
・
=
ヨ
)。

ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
重
要
と
な
る
も
の
は
、
ケ
ル
パ

l
シ
ャ
フ
ト
財
産
で
あ
り
、
こ
の
財
産
に
含
ま
れ
る
所
有
怖

の
総
体
は
、
「
法
人
そ
れ
自
体
が
支
配
し
、
個
々
人
は
そ
の
構
成
員
と
し
て
の
み
格
利
を
与
え
ら
れ
る
」
権
限
領
域
と
、
「
個
々
人
と
し
て
の

構
成
只
の
も
と
に
分
配
さ
れ
、
法
人
に
対
し
て
不
可
佼
の
個
人
権
を
形
成
す
る
」
椀
限
領
域
と
い
う
、

二
つ
の
領
域
に
分
解
さ
れ
る
ロ

北法56(6-1312""5



A 

(開
σ
O
E
-
-」
こ
に
お
け
る
統

一
的
な
全
体
怖
と
、
多
数
の
固
有
権
と
は
、
そ
の
全
体
性
に
お
い
て
の
み
所
有
権
概
念
に
必
姿
と
さ
れ
る

支
配
楠
を
生
み
出
す
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
相
互
補
完
的
な
関
係
に
あ
る

間
宮

E
)。
ギ
1
ル
ケ
に
よ
れ
ば

ロ
マ
ニ
ス
ト
の
私
法
学

A品

者
た
ち
は
、
当
快
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
概
念
の
導
入
に
抵
抗
す
る
の
で
あ
る
が
、
法
学
は
、
生
の
中
に
存
在
す
る
も
の
を
正
し
く
捉
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
国
法
学
は
、
ロ
マ
ニ
ス
ト
的
な
ド
グ
マ
に
縛
り
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る

(開『のコ己

)。

ギ
I
ル
ケ
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
、
個
別
国
家
の
諸
権
利
に
附
わ
る
優
れ
た
議
論

(出口問

5
ヨ
ご
を
は
じ
め
と
し
て
、
ゲ
ノ

y
セ
ン
シ
ヤ

フ
ト
的
な
法
概
念
を
全
く
採
用
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、
帝
国
の
金
融
経
済
に
関
わ
る
問
題
な
と
、
多
く
の
点
で
ゲ
ノ
ァ

セ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
思
考
を
欠
如
さ
せ
て

い
る
と
し
、
ゲ
ノ

γ
セ
ン
的
思
考
が
不
十
分
で
あ
る
と
批
判
す
る
の
で
あ
る

戸』

ニ
ヱ
ー
-
3
N
)。

四

法
の
内
容
と
形
式
の
関
係
に
つ
い
て

ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、

ラ
l
パ
ン
ト
の
法
思
考
の
長
所
は
、
国
家
に
対
す
る
法
の
自
立
性
を
守
ろ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
り
、
「
国
家
は
、

実
質
的
に
法
を
超
え
る
の
で
は
な
く
、
完
全
に
法
の
中
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る

「
印
ニ
ロ
ー
ニ
ロ
)。し
か
し
、
ラ

l

パ
ン
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
可
能
性
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
行
わ
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
解
釈
と
、
法
の

「強
制
」
や
「
命

令
」
の
語
義
を
強
調
す
る
こ
と
と
の
監
合
性
を
ど
の
よ
う
に
冊
保
す
る
か
、
と
い
う
問
題
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
と
批
附
さ
れ
る
(開
宮
互

)。

つ
ま
り
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
個
々
人
が
国
家
へ
の
関
与
を
求
め
る
権
利
を
、
権
利
と
し
て
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
出
来
ず
、
命
令
権
力
お
よ
び

強
制
権
力
か
ら
引
き
離
さ
れ
た
主
権
者
の
図
法
上
の
義
務
や
、
自
ら
の
領
域
に
お
い
て
、
形
式
上
す
べ
て
を
独
自
に
判
断
す
る
帝
国
議
会
に

課
さ
れ
た
、
実
質
的
な
国
法
上
の
義
務
を
、
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る

開『

o
E
)。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば

北法56(6.1412，146



ラ
l
パ
ン
ト
の
全
体
系
は
、
こ
れ
ら
の
支
柱
が
揺
ら
い
で
い
る
た
め
に
、
根
拠
の
な
い
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

間
F
0
2

己
)。
ラ
l
パ

ン
ト
は
、
法
に
実
質
的
な
内
容
を
与
え
る
法
迎
念
を
軽
視
し
、
形
式
主
義
的
解
釈
の
も
と
で
、
法
を
強
制
や
脅
迫
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
命

令
に
巡
一
花
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
、
法
の
内
容
と
形
式
を
分
離
し
、
命
令
そ
の
も
の
を
、
法
的
本
質
か
ら
切
り
離
し
、
形
式
に
固
有
の
生

を
認
め
た
と
批
判
さ
れ
る
の
で
あ
る

ロ
ニ
豆
)。

こ
う
し
て
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
「
法
の
内
容
」
と
「
命
令
と
し
て
の
法
」
を
分
離
し
、
立
法
概
念
を
後
者
の
公
布
に
集
中
さ
せ
、
前
者
を

単
な
る
立
司法
の
準
備
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
が
、
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
分
雌
は
不
当
で
あ
る

「
印

ご
吋ム
ム

-a
)。
確
か
に

人
間
の
当
為
に
附
わ
る
規
純
と
、
倫
迎
的
な
規
範
や
単
な
る
慣
習
上
の
規
則
と
を
区
別
す
る
た
め
に
は
、
外
的
に
拘
束
す
る
純
戚
の
有
無
、

並
び
に
、
そ
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
強
制
力
の
有
知
を
指
標
と
せ
さ
る
を
得
な
い
が
、
他
方
で
、
強
制
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
命
令
と
、
法

規
範
と
し
て
の
法
的
な
強
制
的
命
令
と
を
区
別
す
る
た
め
に
は
、
人
間
の
当
為
に
関
わ
る
、

一
般
的
理
性
命
題
を
宣
言
す
る
意
図
の
有
加
を

第二帝政倒立IYJドイヅの政t古思想 1" 完)

指
僚
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(g
oE
)。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
国
家
が
、
立
法
に
よ
り
、
法
を
産
み
出
す
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
と
き
、
国
家
は
、
立
法
意
思
の
形
成
や
表
明
に
お
い
て
、
「
法
の
内
容
」
と
「
命
令
と
し
て
の
法
」
と
い
う
、
あ
る
規
範
を
法
規
範
に

ま
で
高
め
る
た
め
の
二
つ
の
契
機
を
、
同
時
的
か
っ
統
一
的
に
生
み
出
す
こ
と
が
出
来
る

(間
宮
互
い
。
す
な
わ
ち
、
国
家
は
、
法
的
内
容

と
と
も
に
、
命
令
と
し
て
の
法
を
生
み
出
す
の
で
あ
り
、
国
家
は
、
法
立
識
が
自
ら
の
表
現
と
し
て
生
み
出
し
た
規
範
を
法
と
宣
言
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、
「
命
令
と
し
て
の
法
」
を
生
み
出
す
の
で
あ
る

(「
師

二
試
l

二
試
)。

こ
う
し
て
、
国
家
は
、
自
ら
の
意
思
で
あ
る
と
い
う

だ
け
の
理
山
で
規
範
の
道
当
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
「
命
令
と
し
て
の
法
」
が
、
臣
下
に
と
っ
て
信
頼
に
足
る
認
識
に
よ
り
、
法
と

見
な
し
う
る
内
符
を
伴
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
恐
由
で
、
こ
の

「
命
令
と
し
て
の
法
」
を
、
他
の
た
だ
の
命
令
と
区
別
す
る
の
で
あ
る

(g
o
E
)。
こ
う
し
て
ギ
l
ル
ケ
は
、
ま
ず
形
式
的
に
は
、
法
が
、
図
家
椀
力
を
法
的
椀
力
た
ら
し
め
る
と
同
時
に
、
国
家
が
、
法
に
強

制
力
を
与
え
る
と
い
う
形
で
、
そ
し
て
実
質
的
に
は
、
法
が
、
そ
の
内
的
本
質
に
従
い
、
共
同
体
の
絶
え
聞
な
い
榊
築
と
解
体
に
従
事
し
て
、

It，J<56 16' 1512447 



説

法
的
概
念
や
法
命
題
を
生
み
出
す
の
と
同
様
に
、
国
家
も
、
そ
の
内
的
本
質
に
よ
り
、
法
秩
序
の
絶
え
間
な
い
構
築
と
解
体
を
成
し
遂
げ
る

と
い
う
形
で
、
国
家
と
法
は
、
互
い
に
補
完
し
合
っ
て
完
成
す
る
と
い
う
の
で
あ
る

g
2
E。
け
だ
し
、
国
家
は
、
立
法
に
お
い
て

北法56(6'16)2448

~ 
IIFl¥j 

単
な
る
な
思
機
関
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
く

一
般
性
の
古
議
機
関
で
も
あ
る
の
で
あ
り
、
立
法
者
に
は
、
権
力
や
椀
威
だ
け
で
な
く
、
分

別
や
智
恵
、
公
正
さ
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
人
民
の
法
理
性
は
、
国
家
の
中
に
あ
る
と
い
う
の
み
な
ら
ず
、
国
家
こ
そ
が
、
そ
の
最

も
気
高
い
財
蔵
庫
な
の
で
あ
る

(m
u
g己
)。

し
か
し
、
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
ラ
l
ハ
ン
ト
の
立
法
概
念
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
全
連
関
は
引
き
裂
か
れ
た
の
で
あ
り
、
国
家
も
法
も
、

そ
の
意
味
を
歪
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
(
5

=

示

=
ゴ
)
。
す
な
わ
ち
、
国
家
は
、
立
法
者
と
し
て
の
職
務
の
う
ち
、
最
も
霊
安
な
部
分
を

失
い
、
法
は
、
実
定
法
と
し
て
の
特
別
な
内
容
と
価
値
を
失
っ
た
の
で
あ
り
、
実
定
法
が
、
「
命
令
と
し
て
の
法
」
に
吸
収
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
実
定
法
は
、
命
令
対
象
を
服
従
さ
せ
る
に
足
り
る
だ
け
の
十
分
な
力
を
も
っ
た
、
任
意
の
命
令
に
成
り
下
が
っ
た
と
い
う
(開
σOEO
-

そ
し
て
同
時
に
、
実
定
法
は
、
そ
の
命
令
形
式
の
故
に
、
す
べ
て
の
他
の
法
に
優
越
す
る
こ
と
と
な
り
、
慣
習
法
は
、
実
定
法
の
解
釈
に
還

元
さ
れ
て
し
ま
い
、
慣
習
法
に
は
、
実
定
法
と
並
ぶ
力
を
帰
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

S
Z
E
)。
し
か
し
、ギ

l

ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
真
実
は
逆
な
の
で
あ
り
、
悩
習
法
こ
そ
が
、
法
的
恨
例
を
通
じ
た
、
法
意
識
の
直
接
的
な
表
現
と
し
て
、
そ
の
実
質
に
お

い
て
、
実
定
法
と
何
ら
変
わ
り
な
い
の
で
あ
り
、
原
理
的
に
実
定
法
を
制
限
す
る
力
を
内
在
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る

(間
宮
邑

)。

す
な
わ

ち
、
ギ
1
ル
ケ
は
、
法
意
識
の
表
出
と
し
て
の
法
命
題
の
宣
言
が
、
実
定
法
の
哀
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る

(muoロ
《
戸
)
。

そ
し
て
、
ギ
l
ル
ケ
は
、
法
思
考
と
国
家
思
考
に
と
り
、
も
っ
と
も
憂
慮
す
べ
き
こ
と
は
、

ラ
l
パ
ン
ト
が
、
そ
の
形
式
主
義
を
、
国
家

司
法
に
適
用
し
た
こ
と
に
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
以
下
の
三
点
に
お
い
て
重
大
な
欠
陥
を
伴
っ
て
い
る
と
批
判
す
る

F
L

印

ご
吋∞
・
=
∞己
)。

ま
ず
、
第
一
に
、
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
司
法
手
続
き
を
論
ず
る
に
当
た
り
、
裁
判
権
を
行
使
す
る
際
に
、
そ
こ
で
行
使
さ
れ
る
国
家
の
ヘ
ル
シ
ャ

7
ト
権
が
問
題
と
な
る
限
り
に
お
い
て
、
司
法
制
度
は
国
法
に
属
す
る
と
い
う
視
点
の
も
と
で
叙
述
し
て
い
る
が

(
閉
口
問
凶

M

』土門
)
、ギ

l



ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
そ
も
そ
も
原
理
的
に
誤
り
で
あ
る

(広
田
口
∞
ー
=
∞D
)
。
と
い
う
の
も
、
全
訴
訟
法
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
、

国
法
の
一
部
で
あ
り
、
図
家
機
能
の
迎
用
に
附
わ
る
諸
規
範
の
総
体
だ
か
ら
で
あ
る

間
宮
邑
・)。

つ
ま
り
、
裁
判
上
行
使
さ
れ
る
ヘ
ル
シ
ャ

7
ト
権
は
、
法
的
に
最
高
次
の
共
同
体
と
し
て
の
国
家
に
諜
せ
ら
れ
た
、
実
質
的
な
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
形
式
的
な
手
段
に
す
ぎ
な
い

の
で
あ
り
、
裁
判
手
続
き

一
般
に
関
わ
る
諸
命
題
の
中
で
、
図
法
上
の
嬰
紫
と
訴
訟
法
上
の
要
素
を
、
厳
官
に
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

(開
宮
邑

)
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ

1
パ
ン
ト
は
、
こ
の
区
別
を
無
理
に
行
お
う
と
し
た
た
め
、
司
法
を
、
国
家
の
権
利

保
護
任
務
の
非
本
質
的
な
構
成
要
素
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
見
な
し
、
裁
判
権
の
本
質
を
、
そ
れ
と
結
び
つ
く
形
式
的
な
支
配
活
動
に
見
出
す

こ
と
と
と
な
り
、
司
法
の
国
家
的
機
能
を
歪
め
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る

(
問

F
O
E且

)
。

ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
ラ

1
パ
ン
ト
の
論
理
的
帰
結
は
、
明
ら
か
に
そ
の
前
提
に
反
し
て
い
る

2
h

一-8
1ニ∞
N
)
。
と
い

う
の
も
、
司
法
に
お
い
て
、
も
は
や
法
が
主
要
問
題
と
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
国
家
と
法
の
秘
情
は
粉
々
と
な
る
の
で
あ
り
、
法
秩
序
の

第二帝政創立IVJトイァの政治思想 (" 完)

守
護
者
と
し
て
の
国
家
は
、
執
行
者
に
埋
没
し
、
図
家
秩
序
の
支
牲
と
し
て
の
法
は
、
執
行
規
則
に
縮
減
す
る
か
ら
で
あ
る

(
開
『
0
コ
且

)
。

ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
国
家
が
、
正
と
不
正
の
刊
定
者
と
し
て
判
決
を
下
す
こ
と
は
、
国
家
の
本
質
に
属
し
、
法
が
、
法
に
割
り
あ
て
ら
れ

た
国
家
機
能
を
遂
行
す
る
こ
と
は
、
法
の
本
質
に
属
す
る
の
で
あ
り
、
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
自
立
的
な
司
法
を
、
支
配
怖
に
よ
る
行
政

と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
は
許
き
れ
な
い
の
で
あ
る

(
開
F
0
2
且
e
)

。

ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
具
体
的
な
権
利
に
対
す
る
評
決

垣
m
Z
E
E
-
与

は
、
司
法
機
能
の
本
質
的
内
容
で
あ
り
、
執
行
命
令
を
、
特
殊
困

家
的
な
放
判
活
動
に
閉
め
る
こ
と
は
出
来
な
い

(広

ニ

∞M
戸
∞凶
)。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ

l
パ
ン
ト
が
、
裁
判
の
国
家
機
能

一
般
を、

自
立
的
で
独
特
な
も
の
と
し
て
認
識
し
な
か

っ
た
の
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
、
裁
判
活
動
を
形
式
主
義
的
に
構
成
し
た
こ
と
と
官
接
に
関
わ

っ

て
い
る
と
い
う
(
5

=
宝
・ご
∞
品
)。

つ
ま
り
、
ギ
l
ル
ケ
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
国
法
学
体
系
が
、
立
法
、
行
政
、
司
法
の
三
分
割
の
思
考

に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
立
法
と
行
政
の
二
分
制
の
思
考
に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
と
し
、
司
法
は
、
広
義
に
お
け
る
行
政
の
特
別
形

北法56(6.17)2449



説

態
と
し
て
の
み
現
わ
さ
れ
て
い
る
と
す
る

(開F
O
E

-)
。
し
か
し
、
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
慣
習
に
お
い
て
追
求
さ
れ
て
き
た

司
法
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
柿
力
側
の
目
的
迎
合
的
な
考
慮
か
ら
解
放
さ
れ
、
実
質
的
に
正
当
で
あ
る
よ
う
な
、
専
ら
法
に
よ

っ
て
の
み
支
配
さ

内A

川町

れ
る
司
法
な
の
で
あ
り
、
司
法
と
行
政
は
厳
格
に
分
離
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る

(
問
FU
0
2
ι

)

。

ギ
l
ル
ケ
が
ラ

l
パ
ン
ト
の
司
法
論
の
根
本
的
な
誤
り
と
指
摘
し
た
第
二
の
点
は
、
ラ

l
パ
ン
ト
が
、
官
庁
や
個
々
人
に
、
裁
判
所
由
来

の
審
査
概
を
認
め
な
が
ら
、
裁
判
官
自
身
に
は
、
司
法
審
査
権
を
認
め
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
で
あ
る

「
印

一白色
l

二
回
⑤
)。
国
家
的
司
法

機
関
と
し
て
の
裁
判
所
は
、
そ
の
訴
訟
の
対
象
と
規
範
を
法
の
中
に
の
み
持
つ
の
で
あ
り
、
国
家
的
立
法
と
し
て
布
告
さ
れ
た
法
令
が
、
実

際
に
国
家
的
立
法
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
の
外
見
を
有
す
る
の
み
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、
自
立
的
か
つ
独
断
的
な
方

法
で
帥
附
言
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
た
め
の
椛
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る

(開
宮
邑

)。

す
な
わ
ち
、
裁
判
所
こ
そ
が
、

法
令
の
確
定
を
め
ぐ
り
、
そ
れ
が
、
館
法
上
の
資
格
を
も
っ
機
関
を
通
じ
て
、
適
切
に
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
の
権
限
と
義

務
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る

(g
oE
)。
ギ
1
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
行
政
庁
に
は
こ
こ
ま
で
の
独
立
性
は
な
く
、
ま
た
、
こ
の
義
務
は
、
倒

人
に
背
負
わ
せ
る
に
は
荷
が
重
す
ぎ
る
も
の
で
あ
る

(
開
U
O
E
己

)
。

そ
し
て
、
ギ
l
ル
ケ
が
ラ
l
パ
ン
ト
の
司
法
論
の
誤
り
と
指
摘
し
た
第
三
の
占
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
、
法
に
対
し
、
法

一
般
が
果
た
し
う

る
以
上
の
も
の
を
、
過
度
に
期
待
し
て
い
る
占
で
あ
る

(「
印

こ
∞唱。

=
8
)。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
国
家
生
活
は
、
そ
も
そ
も
ラ

l
パ
ン

ト
が
前
艇
と
し
た
ほ
ど
、
明
国
叩
に
法
的
な
事
象
に
埋
没
す
る
も
の
で
は
な
く
、
法
の
領
域
は
、
公
共
世
界
の
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
は

な
し、

(阜
の邑

)。

つ
ま
り
、
法
は
、
政
治
的
な
欲
求
や
宗
教
的
あ
る
い
は
倫
理
的
な
見
解
、
社
会
的
あ
る
い
は
経
済
的
な
欲
求
と
の
せ
め

ぎ
合
い
の
中
に
あ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
せ
め
ぎ
合
い
の
中
で
、
法
は
、
常
に
法
理
念
と
合
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

(
m
U
0
2
己

)。

ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
、
法
と
は
、
実
定
法
で
し
か
あ
り
え
ず
、
支
配
権
は
、
法
理
念
自
体
と
合
致
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
、

法
理
念
に
庇
史
的
な
刻
印
を
付
与
す
る
よ
う
な
具
体
的
形
成
物
に
の
み
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

「法
の
支
配
」
の
側
他
や
力
、
お
よ
び
、

北法5616.18)2450



そ
の
安
定
性
は
、
法
を
明
確
化
す
る
形
式
を
笠
え
る
だ
け
で
は
確
保
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
成
否
は
、
形
式
の
整
備
と
並
ん
で
、
実
定

法
の
内
容
が
、
法
理
念
の
そ
の
都
度
の
妥
当
な
表
現
と
し
て
、
如
何
に
知
党
さ
れ
、
望
ま
れ
、
理
解
さ
れ
る
か
と
い
う
占
'
に
も
大
き
く
依
存

し
て
い
る
の
で
あ
る

(mFO
E
-)。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ギ

l
ル
ケ
は
、
ラ

l
パ
ン
ト
に
よ
る
国
家
や
法
の
根
本
解
釈
に
つ
い
て
は
、
そ
の

論
理
的
、
形
式
的
な
方
法
の
有
用
性
を
承
認
し
つ
つ
、
そ
の
内
在
的
な
欠
陥
や
限
界
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
実
質
的
内
容
に
か
か

{3
}
 

わ
る
問
題
に
対
処
で
き
な
い
と
い
う
限
界
を
正
し
く
認
識
し
、
そ
の
限
界
を
乗
り
越
え
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
の
で

あ
る

「
印

-=vc一戸市工
)
。

五

ギ
l
ル
ケ
の
ラ
l
パ
ン
ト
批
判

第二帝政官11立問ドイァの政治 1J.~:[t (4 . i己)

ラ
l
パ
ン
ト
の
迎
邦
国
家
理
論
に
対
す
る
、
ギ

l
ル
ケ
の
兵
体
的
な
批
判
点
や
、
そ
れ
に
対
す
る
ラ

l
パ
ン
ト
の
応
答
に
つ
い
て
、
そ
の

詳
細
は
次
辛
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、

ギ
l
ル
ケ
の
ラ

l
パ
ン
ト
批
判
の
袈
占
"
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
す
で
に
、

本
訟
の
叙
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ギ
l
ル
ケ
の
ラ
1
パ
ン
卜
に
対
す
る
批
判
は
、
公
法
上
の
人
格
闘
係
が
、
私
法
上
の
人
格
関
係
と
異

な
る
と
い
う

一
点
に
尽
き
て
い
る
と
言
っ

て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
八
ム
法
上
の
人
格
闘
係
を
分
析
す
る
た
め
に
は
、
意

思
が
自
己
完
結
し
て
い
る
よ
う
な
、
私
法
上
の
人
格
概
念
を
破
棄
し
、
本
稿
の
第

一
部
で
言
及
し
た
よ
う
な
「
哀
の
国
家
概
念
」
の
獲
得
の

た
め
に
市
立
制
制
さ
れ
る
、

「客
観
的
統

一
に
対
応
す
る
、

主
制
限
的
相
互
述
闘
を
組
み
込
ん
だ
人
格
概
念
」
を
新
た
に
定
立
し
、

「部
分
で
あ
る
と

同
時
に
全
体
で
あ
る
」
こ
と
を
可
能
と
す
る
よ
、
つ
な
、
概
念
上
の
工
夫
が
必
裂
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
、

そ
の
工
夫
を
行
っ
て
い
な
い
と
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
工
夫
を
行
う
か
行
わ
な
い
か
、
と
い
う
問
題
は
、
「
国
家
が
、

へ
ル
シ
ャ
フ
ト
で
あ
る
と
同
時
に
、
ゲ
ノ
y
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
で
も
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
承
認
す
る
か
否
か
と
い
う
問
題
、
す
な
わ
ち
、
人

1ヒ法56(6'19)2451



説

民
が
、
国
家
の
支
配
対
象
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も、

国
家
の
本
質
的
構
成
要
素
で
あ
る
の
か、

と
い
う
問
題
に
直
結
す
る
の
で
あ
り
、

こ
の
点
が
、
ギ
l
ル
ケ
の
国
家
論
と
ラ
l
パ
ン
ト
の
国
家
論
の
聞
の
決
定
的
な
対
立
点
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
出
さ
れ
た
ギ

l
ル
ケ
の
主
張
は
、

jヒit56(6.20)2452
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"町

概
ね
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
公
法
上
の
関
係
は
、
諸
国
仙
の
相
互
依
存
や
法
的
述
帯
の
思
考
を
含
む
、
ゲ
ル
マ
ン
的
な
共
同
関
係
で
あ
る
。
そ
し
て
、
公
法
上
の

人
格
概
念
は
、
共
同
存
在
と
し
て
の
全
体
人
格
概
念
で
あ
り
、
公
法
上
の
共
同
体
は
、
全
体
と
部
分
が
法
的
に
結
合
さ
れ
た
有
機
体
で
あ
る
。

個
々
の
公
民
は
、
国
家
の
構
成
貝
と
し
て
の
権
利
と
同
時
に
、
自
由
な
個
人
と
し
て
の
不
可
佼
の
基
本
格
を
持
ち
、
基
本
格
の
保
護
は
国
家

の
不
可
避
の
義
務
で
あ
る
。
個
々
の
公
民
は
、
全
体
の
基
本
構
成
に
と
り
、
重
要
な
集
団
と
し
て
、
国
家
を
形
成
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、

出
生
や
性
、
年
齢
、
職
業
、
学
歴
、
財
産
な
ど
の
個
々
人
の
特
徴
に
応
じ
た
公
民
権
の
細
分
化
を
行
う
と
同
時
に
、
ケ
ル
パ

I
シ
ャ
フ
ト
団

体
に
注
目
し
、
構
成
員
資
格
の
内
容
や
範
囲
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
全
体
と
部
分
を
有
機
的
に
結
合
し
た
不
可
視
の
統

一
体
の
意
思
行
為
は
、
合
悲
的
に
立
思
行
為
す
る
よ
う
な
、
榔
成
員
の
意
思
行
為
に
現
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
部
分
の
意
思
行
為
は
、
全
体

の
意
思
行
為
と
一
致
し
、
全
体
と
部
分
の
特
有
の
主
観
的
迎
闘
が
、
客
観
的
法
規
範
を
形
成
す
る
。
こ
こ
で
は
、
構
成
員
の
意
思
活
動
が
、

共
同
体
の
生
の
現
れ
と
し
て
承
認
さ
れ
る
と
同
時
に
、
各
構
成
貝
の
作
用
領
域
が
、
法
的
に
境
界
づ
け
ら
れ
、
非
均
質
的
な
部
分
統

一
体
同

士
の
相
互
関
係
が
、
法
的
に
表
現
さ
れ
る
。
こ
こ
に
お
け
る
部
分
の
意
思
行
為
は
、
全
体
の
代
理
で
は
な
く
、
全
体
の
代
表
で
あ
る
。
こ
う

し
て
、
客
観
的
法
制
念
は
、
主
観
的
法
観
念
と
一
致
し
、
全
体
は
、
そ
の
部
分
に
対
し
、
割
り
当
て
ら
れ
た
任
務
の
履
行
を
要
求
す
る
と
同

時
に
、
部
分
は
、
全
体
に
対
し
、
そ
の
た
め
の
権
限
を
要
求
す
る
と

い
う
相
互
補
完
的
な
関
係
に
あ
る
。
そ
し
て
、
機
関
同
士
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
主
権
的
機
関
と
非
主
権
的
機
関
が
区
別
さ
れ
る
が
、
真
の
主
権
機
関
(
中
央
機
関
)
自
体
は
不
可
視
の
も
の
で
あ
り
、
帝
国
慾
法

に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
皇
帝
と
述
邦
参
議
院
に
よ
り
、
「
代
表
」
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
皇
帝
と
述
邦
参
議
院
自
身
が
主
椀
機
関
な
の
で

は
な
い
。
そ
し
て
、
非
主
権
的
機
関
も
、
国
家
権
力
の
共
同
行
使
と
い
う
形
で
部
分
的
な
権
力
を
も
っ
て
お
り
、
ま
た
、
主
権
は
、
共
同
の



担
い
手
に
よ
っ
て
狙
わ
れ
て
い
る
た
め
、
帝
国
議
会
も
実
質
的
な
権
力
を
持
つ
。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
法
に
と
り
、
「
そ
れ
が
命
令
で
あ

る
」
こ
と
の
み
が
主
契
な
の
で
は
な
く
、
「
何
を
命
じ
る
か
」
と
い
う
、
命
令
の
内
容
こ
そ
が
重
姿
な
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
「
法
の
内

容
」
は
、
人
民
の
法
意
純
や
国
家
飢
念
に
よ
っ
て
、
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
章

ラ

l
バ
ン
ト
の
応
答
と
ギ

l
ル
ケ
国
家

論
の
影

響

ラ
l
パ
ン
ト
は
、
ギ
l
ル
ケ
の
批
判
論
文
が
出
さ
れ
た
年
(
一
八
八
三
年
)
の
五
年
後
に
あ
た
る
、

(
4
)
 

第

一
版

(
回口問
)
を
大
幅
に
改
訂
し
、
第
二
版

(
田口問

=
)
を
公
刊
し
た
。
こ
こ
で
ラ
l
パ
ン
ト
は
、

一
八
八
八
年
に
、

『
ド
イ
ツ
国
法
学
』

ギ
l
ル
ケ
か
ら
の
批
判
に
対
し
、
何

度
も
応
答
を
試
み
て
い
る
。
本
牢
で
は
、
こ
の
ラ
l
パ
ン
ト
の
応
答
の
仕
方
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
ギ
l
ル
ケ
と
ラ
l
パ
ン
ト
の
述

第二帝政相l立開lドイツの政治思想 (4 完)

邦
国
家
理
論
を
突
き
合
わ
せ
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
両
者
の
具
体
的
な
対
立
点
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
従
来
、

当
時
の
図
法
学
の
基
本
的
な

方
向
性
を
定
め
た
と
さ
れ
て
き
た
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
述
邦
国
家
理
論
に
対
し
、
ギ
l
ル
ケ
の
連
邦
国
家
理
論
が
持
っ
て
い
た
、
具
体
的
な
笑

効
性
を
究
明
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
分
析
を
通
じ
て
、
本
稿
の
第

一
部
で
取
り
あ
げ
た
よ
う
な
、

「
ア
ル
ト
ジ
ウ
ス
論
』
と

『
ド
イ
ツ
団
体

法
論
』
第
三
巻
に
お
い
て
断
固
定
的
に
完
成
さ
れ
た
、
ギ
l
ル
ケ
の
政
治
則
世
論
が
、
当
時
の
政
治
体
制
を
め
ぐ
る
同
時
代
人
の
自
己
理
解
に
、

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
、
そ
こ
で
ど
の
よ
う
な
強
み
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
聞
い
に
応
答
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
、っ
。

ド
イ
7
帝
国
成
立
史
理
解
を
め
ぐ
る
応
答

北法56(6.21)2453
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ラ
l
パ
ン
ト
は
、
ま
ず
、
自
ら
が
、

『ド
イ
ツ
国
法
学
」
第

一
版
の
叙
述
を
、

一
八
六
六
年
か
ら
始
め
た
こ
と
に
対
し
、
「一

八
六
六
年
以

前
と
の
法
学
的
連
続
性
を
無
視
し
て
い
る
」
と
批
判
す
る
、
ギ
l
ル
ケ
の
指
摘

(広

-ニム

ご
呂
)
に
つ
い
て
、
北
ド
イ
ツ
述
邦
の
設
立

も

:澗

を
扱
、っ
、
第
二
版
の
第

一
円
相
第
二
項
目
頭
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
応
答
を
試
み
て
い
る

日
ロ
目
=
。
)。

こ
こ
で
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
確
か
に
、
あ
る
国
制
を
設
立
す
る
と
い
う
努
力
の
歴
史
は
、
ド
イ
ツ
人
民
の
政
治
的
要
求
や
願
望
に
満
ち
て

お
り
、
速
い
過
去
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
出
来
る
と
す
る

(開
宮
邑

)。

し
か
し
、
歴
史
や
政
治
の
観
点
か
ら
は
、
興
味
深
い
展
開
で

あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
法
史
上
の
意
義
を
持
つ
の
は
、
そ
の
展
開
が
、
法
の
形
成
に
つ
な
が
る
限
り
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
、
ド
イ
ツ
布

国
の
設
立
と
愈
法
の
制
定
に
と
り
、
重
要
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
な
の
で
あ
り
、
こ
の
観
占
、
か
ら
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
成
立
史
を
論
ず
る
場
合

l土

一
八
六
六
年
の
山
山
成
時
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
す
る

(開
Z
E
)。
従
っ
て
、
今
日
の
法
制
度
を
完
全
に
深
く
認
識
す
る
た

め
に
、
法
史
の
怠
義
を
強
制
す
る
と
い
う
立
味
で
は
、
ギ
l
ル
ケ
の
指
摘
に
は
向
調
で
き
る
が
、
実
定
法
の
あ
ら
ゆ
る
ド
グ
マ

l
テ
イ

y
ンユ

な
論
述
を
、
常
に
法
史
上
の
素
材
と
結
び
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
反
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

(間
百
邑

)。

け
だ
し
、
「
非
歴
史
的
な
始
ま
り
」
と
い
う
非
離
を
か
わ
す
た
め
に
、
判
的
族
法
や
タ
キ
ト
ゥ
ス
の

『ゲ
ル
マ
ニ
ア
』
、
十
二
表

法
の
法
学
的
究
明
を
始
め
る
よ
う
求
め
る
こ
と
は
、
お
よ
そ
学
問
的
要
請
と
は
見
な
し
得
な
い
の
で
あ
り
、
ギ
l
ル
ケ
が
法
史
概
念
に
認
め

る
担
制
限
の
拡
張
は
、
お
よ
そ
正
当
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る

ラ
1
パ
ン
ト
は
、
「
ド
イ
ツ
統

一
思
考
」
の
歴
史
は
、

(開
宮
邑

)。

こ
う
し
て
、

政
治
史
で
は
あ
っ
て
も
法
史
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
は
、
帝
国
の
法
的
本
質
や
帝
国
と
構
成
国
家
と
の
附
係
に
と
り
霊
安
な
も
の
を
、
何
も

取
り
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
と
す
る
の
で
あ
る

(思
V
O
D
n
ご
。

さ
て
、
こ
の
ラ
l
パ
ン
ト
の
応
答
は
、
と
の
程
度
、
ギ
l
ル
ケ
の
批
判
に
応
え
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
前
章
で
見
て

(5
)
 

き
た
よ
う
に
、
ギ
l
ル
ケ
の
「
歴
史
的
方
法
」
の
要
請
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
に
対
し
、
十
二
表
法
の
法
学
的
究
明
を
求
め
た
も
の
で
は
な
か
っ

た

(「印

ニ
]ム
ム
己∞
)。

こ
こ
で
ギ
l
ル
ケ
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
、
相
互
に
独
立
し
た
私
人
間
の
権
利
関
係
の
枠
組
み
の
下
で
国
法
を
論
じ

;tit56(6.22)2454 



た
占
山
を
批
判
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
、
立
思
の
相
互
依
存
や
法
的
述
惜
の
思
考
を
図
法
に
取
り
込
む
べ
き
で
あ
る
と
主
演

し
た
の
で
あ
る
。
ギ
l
ル
ケ
は
、
私
的
格
利
と
公
的
権
利
を
内
的
に
統
合
す
る
よ
う
な
、
こ
の
ゲ
ル
マ
ン
的
思
考
が
、

一
八
六
六
年
以
前
の

ド
イ
ツ
史
に
見
出
さ
れ
る
と
考
え
る
が
放
に
、

「歴
史
的
方
法
」
を
要
部
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
故
に
、
ラ

l
パ
ン
ト
が

一
八
六
六

年
以
前
の
叙
述
を
省
い
た
こ
と
を
批
判
し
た
の
で
あ
っ
て
、
ギ
l
ル
ケ
の
批
判
は
、
「
法
史
概
念
に
無
制
限
の
拡
張
を
認
め
た
」
結
果
な
の

で
は
な
い
。

一
八
六
六
年
以
前
の
歴
史
の
中
に
、
ま
さ
に
「
帝
国
の
法
的
本
質
や
部
国
と
構
成
国
家
と
の
関
係
に

つ
ま
り
、
ギ
l
ル
ケ
は

と
り
丞
嬰
な
」
思
考
が
含
ま
れ
て
い
る
と
五開削
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
出
さ
れ
た
ラ

l
パ
ン
ト
の
応
答
は
、
や
や
ち
ぐ
は

ぐ
な
も
の
で
あ
り
、
ギ
l
ル
ケ
の
批
判
に
対
す
る
応
答
と
し
て
は
、
有
効
性
の
低
い
も
の
で
あ
っ
た
と
一言っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
ラ
1
バ
ン
ト
は
、
第
二
版
の
第
一
章
第
三
項
の
最
後
の
部
分
に
新
た
な
叙
述
を
松
き
加
え
、
第
一
版
に
お
い
て
「
解
く
こ
と
の
出

(6
)
 

来
な
い
問
題
」
と
し
て
い
た
「
困
雛
な
循
係
論
法
の
問
題
」
の
解
決
を
試
み
て
い
る
が

(閉
口
問

=
u
D
凶
三
、
彼
は
こ
の
解
決
に
当
た
り
、

第二冊政相l立問lドイ Yの政治思想 ('1 完)

ギ
l
ル
ケ
の
王
肢
を
大
幅
に
受
け
入
れ
て
い
る
。
本
航
第
二
部
第
一
部
で
も
見
て
き
た
と
お
り
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
第

一
版
に
お
い
て
は
、

各
領
邦
国
家
に
よ
る
北
ド
イ

y
述
邦
へ
の
加
入
の
決
定
に
つ
い
て
、
各
領
邦
国
家
が
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
を
告
知
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し

て
い
た

(m
O固
い

C

凶凶
)
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
北
ド
イ
ツ
述
邦
愈
法
を
、
領
邦
諸
問
家
の

一
致
し
た
領
邦
法
と
見
て
、
領
邦
諸
国
家

が
新
た
な
懲
法
を
制
定
し
た
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
な
の
で
は
な
く
、
各
領
邦
国
家
が
、
各
自
の
領
邦
法
に
よ
り
、
北
ド
イ
ツ
述
邦
慾
法

を
も
っ
新
連
邦
に
参
加
す
る
意
思
を
表
明
し
た
と
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
り
、
北
ド
イ
ツ
慾
法
の
設
立
は
、
領
邦
国
家
の
意
思
決
定
に
基
づ

(間
宮
邑

)。

ラ
1
パ
ン
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
に
基
づ
き
、
へ
!
ネ
ル
の
構
成
を
、
ま
ず
連
邦
慾
法
に

く
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た

反
す
る
部
分
を
、
領
邦
恋
法
や
領
制
州
法
か
ら
取
り
除
き
、
そ
の
空
白
部
分
に
連
邦
を
立
て
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
た
の
で
あ
る

(
開

Z
E
e-
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
あ
く
ま
で
も
、
ま
ず
、
各
領
邦
国
家
が
北
ド
イ

γ
愈
法
に
参
加
し
、
そ
の
後
に
、
各
国
の
領
邦
憲

法
が
修
正
さ
れ
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る

m
Z
E
1
し
か
し
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
自
体
が

一
定
の
怒
法
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い

jヒ法56(6.23)2455
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る
た
め
、
そ
の
慾
法
の
承
認
を
北
ド
イ
ツ
述
邦
自
体
か
ら
は
導
き
出
す
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、以
上
述
、
へ
た
よ
う
な
ラ
l

地

柵

パ
ン
ト
の
構
成
を
採
用
す
る
場
合
は
、
ま
ず
、
憲
法
を
伴
、
つ
連
邦
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
で
、
各
領
邦
国
家
が
、
領
邦
法
を
通
じ
て
、
連
邦

へ
の
参
加
意
思
を
表
明
す
る
と
い
う
形
と
な
り
、
連
邦
の
設
立
と
各
国
の
参
加
意
思
表
明
の
ど
ち
ら
が
先
か
と
い
う
「
循
環
論
」
が
発
生
す

る
こ
と
と
な
っ
た

2
Z
E
)。
ラ

l
パ
ン
ト
は
こ
れ
を
、
解
く
こ
と
の
出
来
な
い
困
難
な
問
題
と
し
て
い
た
の
で
あ
る

(7
}
 

こ
の
よ
う
な
と
ら
え
方
に
対
し
、
ギ
l
ル
ケ
は
、
前
述
の
通
り
、
連
邦
慾
法
の
導
入
の
根
拠
を
、
領
邦
国
家
の
意
思
表
示
に
見
る
こ
と
は

(
開
q
o
コ且

)。

正
当
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
連
邦
愈
法
自
体
を
、
そ
れ
ま
で
の
法
か
ら
引
き
出
し
た
り
、
個
別
国
家
の
立
法
に
よ
っ
て
創
り
出
し
た
り
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
個
別
国
家
の
意
思
行
為
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
二
重
の
契
機
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
(
広

ご
凶

ul--2
)。
す
な
わ
ち
、
領
邦
国
家
は
、
連
邦
の
構
成
員
に
な
る
と
宣
言
し
た
瞬
間
に
、
す
で
に
構
成
員
と
し
て
行
為
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
領
邦
諸
国
家
は
自
ら
の
人
格
の

一
部
を
放
棄
す
る
個
別
国
家
と
し
て
の
行
為
に
お
い
て
、
同
時
に
、
新
た
な
全
体
国
家
の
根
本
的
機
関

と
し
て
、
全
体
人
格
の
自
己
設
立
を
完
遂
す
る
と
い
う
の
で
あ
る

(開
σ
0
2
F
)。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
時
、
ラ
1
パ
ン
ト
が
、
領
邦
国
家
に

よ
る
辿
邦
怒
法
の
宣
告
と
述
邦
に
よ
る
そ
の
取
得
の
宣
言
を
区
別
し
、
へ
l
ネ
ル
の
構
成
に
対
し
、
同

一
で
あ
る
は
ず
の
述
邦
慾
法
が
、
各

個
別
国
家
間
で
異
な
る
内
容
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
批
判
し
た
こ
と
は
、
不
正
確
で
あ
る
こ
と
と
な
る

れ
ば
、
こ
の
区
別
は
、
連
邦
を
創
造
す
る
と
い
う
同

一
の
行
為
を
、
個
別
函
家
の
側
か
ら
見
る
か
、
そ
れ
と
も
、
述
邦
の
側
か
ら
見
る
か
の

(g
o
E
)。
な
ん
と
な

違
い
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
、
両
者
は
、
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
る

g
g
E。
こ
う
し
て
、
ギ
l
ル
ケ
は
、
北
ド
イ
ツ

連
邦
は
、
そ
の
憲
法
の
内
容
を
伴
っ
て
設
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
訟
法
に
実
定
的
な
効
力
を
与
え
た
の
は
連
邦
自
身
で
あ
り
、
連
邦
が
、

そ
の
成
立
の
際
に
、
他
の
構
成
袈
素
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
自
ら
の
存
在
条
併
を
、
自
ら
の
意
思
決
定
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
、
そ
の
成
立
の

瞬
間
に
、
国
法
上
の
基
礎
を
自
ら
創
造
し
た
と
理
解
す
る
の
で
あ
っ
た

廃
止
を
は
じ
め
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
体
制
の
変
更
は
、
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ド
イ

y
帝
国
の
成
立
に
つ
い
て
も
、
同
じ

(開
宮
邑

)
。
そ
し
て
、
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
共
同
体
の
設
立
や

|ヒ法5616-24)2456



市中が
言
え
る
の
で
あ
る

(
「
印

--
u
u
』

-u品
)
。

こ
の
よ
う
な
ギ
l
ル
ケ
の
指
摘
に
対
し
、
ラ
ー
パ
ン
ト
は
、
第
二
版
に
お
い
て
、
こ
の
ギ
l
ル
ケ
の
主
張
を
大
幅
に
受
け
入
れ
、
以
下
の

よ
う
に
議
論
を
展
開
し
て
い
る

(出口同

=

凶
凸
出
)。

第

一
版
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
循
環
論
の
問
題
は
、
こ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
定
式
化
さ

れ
る

(的
口
問

=

凶
同
凶
M
)。

す
な
わ
ち
、
全
国
家
を

一
つ
に
結
合
す
る
た
め
の
北
ド
イ

Y
連
邦
の
立
法
権
は
、
そ
の
愈
法
を
根
拠
と
す
る
が
、

こ
の
慾
法
の
効
力
は
、
連
邦
の
立
法
権
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
循
環
で
あ
る

開

σ
o
E
)。
こ
こ
で
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
恋
法

な
き
国
家
も
、
国
家
な
き
慾
法
も
共
に
考
え
ら
れ
な
い
と
し
、
ど
ち
ら
が
先
行
す
る
か
を
論
じ
る
の
は
循
環
論
と
な
る
た
め
に
、
慾
法
と
図

家
は
同
時
に
成
立
し
た
と
考
え
る
ほ
か
な
い
と
す
る

ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば

一
方
で
、
北
ド
イ
ツ
述
邦
怨
法
の
樹
立
は

開

σoロヰ
)。

連
邦
の
意
思
行
為
で
は
な
く
、
参
加
す
る
個
別
諸
国
家
全
て
に
よ
る
自
由
な
意
思
行
為
で
あ
る
た
め
に、

こ
れ
を
連
邦
の
立
法
行
為
と
考
え

る
こ
と
は
出
来
な
い

(
開

Z
E
)。
し
か
し
、
他
方
で
、
個
別
諸
国
家
は
そ
の
愈
法
を
自
ら
に
で
は
な
く
、
設
立
さ
れ
る
新
た
な
共
同
体
に

第二帝政創立問lドイ yの政治思想 (4 完)

付
与
す
る
た
め
に
、
こ
れ
を
領
邦
立
法
と
捉
え
る
こ
と
も
出
来
な
い

(間
宮
邑

)。

こ
う
し
て
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
連
邦
の
設
立
や
愈
法
の

樹
立
と
承
認
、
各
個
別
国
家
の
述
邦
へ
の
服
従
を
、
個
別
諸
国
家
の
全
く
同

一
の
行
為
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
循
環
論
を
解
決
す
る
の
で
あ

る

(
開

ση
コ且

)。

こ
こ
で
ラ

l
パ
ン
ト
が
、
ギ
l
ル
ケ
の
前
述
の
議
論
、
す
な
わ
ち
、
個
別
国
家
に
よ
る
連
邦
慾
法
の
宣
言
と
連
邦
国
家
に
よ
る
慾
法
取
得

の
宣
言
を
、
表
裏

一
体
で
同

一
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
箇
所

(同
』
己
包
)
を
参
照
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る

回
口
問
【
『
凶一
M
〉
コ
ヨ

こ

こ

と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
第
二
版
に
お
い
て
、
ギ
l
ル
ケ
の
主
張
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
第

一
版
で
解
決
不

能
と
し
て
い
た
循
環
論
を
克
服
し
た
と
言
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
、

第

一
版
に
お
い
て

へ
l
ネ
ル
に
対
し
て
取
っ
て
い
た
態
度
を
、
第
二
版
に
お
い
て
も
基
本
的
に
変
化
さ
せ
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る

(B
)
 

=

MEINS
。
第
二
版
に
お
い
て
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
受
け
入
れ
た
ギ
l
ル
ケ
の
主
張
は
、
す
で
に
見
た
と
お
り
、
第

-
版
に
見
ら
れ
る
ラ
l
回口問

北法56(6.25)2457
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パ
ン
ト
の
へ

l
ネ
ル
理
解
を
批
判
す
る
文
脈
で
出
さ
れ
て
お
り
、
論
理
的
に
は
、
第

一
版
に
お
け
る
へ

l
ネ
ル
の
理
解
に
、
何
ら
か
の
変
更

や
補
足
を
施
さ
な
い
限
り
、
直
ち
に
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ギ
l
ル
ケ
の
主
張
す
る
よ
う
な
、
辿
邦
の
設
立
と
領
邦
国

t古

家
の
連
邦
へ
の
参
加
が
同
時
に
な
さ
れ
る
と
い
う
法
構
成
を
と
る
た
め
に
は
、
「
領
邦
諸
国
家
が
、
自
ら
の
人
格
の
一
部
を
放
棄
す
る
と
い

う
倒
別
国
家
と
し
て
の
行
為
に
お
い
て
、
同
時
に
、
新
た
な
全
体
国
家
の
快
本
的
機
関
と
し
て
全
体
人
格
の
自
己
設
立
を
完
遂
す
る
」
と
い

う
前
提
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
前
提
こ
そ
が
、
ギ
l
ル
ケ
が
、
国
法
学
に
必
要
で
あ
る
と
し
た
「
意
思
の
相
互
依
存
、
あ

る
い
は
法
的
辿
刊
の
思
考
」
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
問
題
を
解
決
し
な
い
限
句
、
こ
こ
で
展
開
さ
れ
た
一
フ

l
パ
ン
ト
の
主
張
は
、
論
理

上
の
悶
郎
を
抱
え
る
こ
と
と
な
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
基
本
的
に
こ
の
ギ
1
ル
ケ
の
前
提
の
受
け
入
れ
を
犯
否
し
て
お

り
、
循
環
論
の
克
服
に
有
用
な
限
り
に
お
い
て
、

や
や
節
操
の
な
い
形
で
、
ギ
l
ル
ケ
の
議
論
を
援
用
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。
ち
な
み
に
、

ギ
l
ル
ケ
は
、

ド
イ
ァ
部
凪
の
成
立
に
附
し
て
も
同
じ
問
題
が
あ
る
と
指
摘
し
た

(5
=
a
t二凶晶
)
が
、
ラ
パ
ン
ト
は
、
ド
イ

y
帝

国
の
成
立
に
附
す
る
叙
述
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
修
正
を
行
わ
な
か
っ
た
(
閉
口
問
=

ば
ー
さ
)。

こ
こ
で
ラ

l
ハ
ン
ト
が
修
正
を
行
わ
な

か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
彼
が
、

ド
イ
ツ
帝
国
鐙
法
を
、
北
ド
イ

y
連
邦
鐙
法
の
拡
大
あ
る
い
は
延
長
と
し
て
捉
え
た
(
印
口
問
=
お
ム
凶)

た
め
に
、
山
恕
法
制
定
を
め
ぐ
る
「
循
環
給
」
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
る
、

以
上
の
よ
う
な
ギ

I
ル
ケ
の
議
論
の
援
用
の
自
方
に
つ
い
て
は
、
論
理
上
の
困
難
を
伴
う
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

帝
国
の
法
的
本
質
を
め
ぐ
る
応
答

帝
国
の
法
的
本
質
を
取
り
扱
っ
た
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
『
ド
イ
ツ
閣
法
学
』
第
二
車
は
、
第

一
版
か
ら
第
二
版
に
か
け
て
、
最
も
大
幅
な
修

正
が
施
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
部
分
的
に
第

一
版
の
叙
述
が
利
用
さ
れ
な
が
ら
も
、
論
述
の
構
成
が
大
抑
制
に
変
更
さ
れ
た
り
、

北法56(6-2612'158



新
た
な
叙
述
が
書
き
加
え
ら
れ
た
り
し
て
お
り
、
詳
し
い
分
析
が
必
要
で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
、
そ
の
主
要
な
変
更
占
を
分
析
し
た
い
。

ま
ず
、
構
成
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
第

一
版
で
第
三
章
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
た
、
第
九
節
「
帝
国
権
力
の
主
体
」
(
閉口同

玖
1

主
)
が
、

第
二
版
で
は
、
第
十
節
と
し
て
第
二
草
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
第

一
版
の
第
七
節
「
権
利
主
体
と
し
て
の
部
国
」
(出
口
回
以
当
)

お
よ
び
、
第
八
節

「述
邦
国
家
概
念
」

の
内
容
が
、
第
二
版
第
七
節
「
国
家
迎
合
と
連
邦
国
家
」

(印
O
目

=

M
M
'u
g
、
第
八
節

「続
編
、
対

立
す
る
見
解
の
批
判
」
(
閉口問

=

凶
∞∞
D
)
、
第
九
節

「帝
国
の
法
的
本
質
」

(印口問

=

∞
同
∞
晶
)
と
い
う
新
た
な
節
目
の
も
と
に
再
編
さ
れ
、

大
幅
な
加
経
が
な
さ
れ
た
。
以
下
の
上
述
に
お
い
て
は
、
内
容
上
の
変
更
と
し
て
特
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
、
第
二
版
第
七
節
と
第

八
節
の
変
更
部
分
を
中
心
に
分
析
し
た
い
。

(1
)
「
一ド
イ
ツ
国
法
学
』
第
二
版
第
七
節

第二帝政倒立jgJドイツの政治思想 14 完)

ラ
l
パ
ン
ト
は
、
第
二
版
第
七
節
に
お
い
て
、
第
一
版
の
第
七
節
と
第
八
節
の
内
容
を
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
区
別
の
も
と
に
整
理
し
直

し
、
辿
邦
国
家
の
特
徴
を
説
明
し
た

(出口問

=

凶M凶
∞
)。

す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
国
家
的
団
体
的
E
箆

2
5
円
玄
邑

は
、
第
一
に
、
図
家
述

合
と
国
家
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
と

L

3
0目
=
u
N
・2
)、
第
二
に
、
そ
の
国
家
に
つ
い
て
、
国
土
と
住
民
を
、
自
ら
直
接
的
に
支
配

す
る
単
一
国
家
と
、
国
土
と
住
民
を
、
自
ら
に
服
す
る
構
成
国
家
を
通
じ
て
間
接
的
に
支
配
す
る
複
合
的
国
家
に
区
別
で
き
る
と
し
た

(凹巴同

=

凶凶凶血
)
。
そ
の
上
で
、
第
三
に
、
こ
の
複
合
的
国
家
に
つ
い
て
、
そ
の
国
家
権
力
が
、
構
成
国
家
の
う
ち
の
一
つ
の
も
の
で
あ

る
場
合
と
、
構
成
国
家
の
全
体
の
も
の
で
あ
る
場
合
と
を
区
別
し
、
後
者
の
み
を
連
邦
国
家
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る

(印巴同

=

凶か凶
∞
)。

ギ
l
ル
ケ
の
指
摘
と
の
附
係
で
、
特
に
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
上
述
し
た
三
つ
の
区
別
の
う
ち
の
第
一
の
区
別
、
す
な

(9) 

わ
ち
、
国
家
連
合
と
国
家
の
区
別
を
論
じ
た
部
分
に
関
わ
る
修
正
で
あ
る
。

こ
こ
で
、

北法5616-27)2459



，J! 

ラ
l
パ
ン
ト
は
、
第
二
版
第
七
節
の
円
頭
に
お
け
る
、
国
家
迎
合
と
図
家
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
第

一
版
の
見
解

(印口問

(叩
}

恭
本
的
に
維
持
し
つ
つ
、
国
家
迎
合
と
国
家
を
、
前
者
が
、
契
約
上
(
国
際
法
上
)
の
概
念
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
下
に
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、

凶
品
l
凶
∞
)

み
乞

円ふ

岬

コ
ル
ポ
ラ
テ
ィ
プ
な
(
国
法
上
の
)
概
念
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
下
に
あ
る
と
し
て
区
別
し
、
両
者
の
述
い
を
、
私
法
に
お
け
る
、
組
合
と
法
人
の

対
立
と
い
う
図
式
を
援
用
し
て
説
明
し
た

(印口問

=

u
同
法
)
。
そ
の
上
で
、
ラ

1
パ
ン
ト
は
、
第
二
版
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
を

追
加
す
る

(印口問

=

u
s
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
諸
国
家
が
国
際
法
上
結
合
す
る
場
合
は
、
構
成
国
家
自
身
が
、
最
高
権
力
の
主
体
で
あ
る

の
に
対
し
、
諸
国
家
が
複
合
的
岡
家
に
統
一
さ
れ
る
場
合
は
、
最
高
権
力
を
持
た
な
い
構
成
国
家
を
超
越
し
、
そ
れ
を
法
的
に
支
配
す
る
椛

力
が
存
在
す
る
こ
と
と
な
る

(
開

Z
E
)。
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
主
概
に
つ
い
て
、
「
自
ら
を
超
え
た
他
人
が
持
つ
こ
と
の
な
い
、
最
日
の
権
力
」

と
定
義
し
、
国
際
法
上
の
国
家
迎
合
と
合
憲
的
に
組
織
さ
れ
た
コ

l
ポ
ラ
テ
ィ
プ
な
諸
国
家
国
家
と
を
概
念
的
に
区
別
す
る
基
準
と
し
て
、

前
者
で
は
、
例
別
国
家
椀
カ
が
主
械
を
布
す
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は
、
巾
央
椛
力
が
主
格
を
有
す
る
と
い
う
出
に
見
出
す
の
で
あ
る

(g
oE
)。
そ
し
て
、
こ
こ
で
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
国
家
迎
合
の
法
的
性
質
を
め
ぐ
る
諸
径
の
議
論
を
検
討
す
る

(印口問

=

凶
ム
〉
ヨ
ヨ
一
)。

ラ
l
パ
ン
ト
は
ま
ず
、

ヘ
ー
ネ
ル
や
ゲ
オ
ル
グ
メ
イ
ヤ
l

。B
G
Zミ
ヨ
)、
ジ
l
タ
フ
リ
!
ト
プ
リ
エ

(印目。加『『

-E
F
E
)
ら
の
議

論
を
、
国
家
迎
合
に
支
配
権
を
も
っ
法
人
と
い
う
性
格
を
認
め
る
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
る

同
σ
0
2
3
。
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
国
家

連
合
に
つ
い
て
、
「

一
つ
の
組
織
を
持
ち
、
多
数
決
原
理
で
骨
山
思
決
定
を
行
い
、
構
成
貝
に
退
場
権
を
認
め
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
主
張
し

た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
は
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
な
団
体
と
全
く
問
機
に
、
組
合
的
な
団
体
に
も
認
め
う
る
た
め
に
、
区
別
の

た
め
の
重
要
な
指
標
に
は
な
ら
な
い

(gn邑
)
。
国
家
述
合
の
国
家
的
本
質
に
と
っ
て
決
定
的
な
も
の
は
、
構
成
国
家
に
全
能
的
に
認
め

ら
れ
る
主
権
で
あ
り
、
構
成
国
家
に
「
減
じ
ら
れ
た
主
権
」
を
認
め
よ
う
と
す
る
メ
イ
ヤ
ー
や
プ
リ
エ
の
試
み
は
、
問
題
の
解
決
に
は
な
ら

な
い
と
い
う
百
官
邑
)
。
な
ぜ
な
ら
、
主
権
を
「
減
じ
る
」
こ
と
は
、
そ
の
否
定
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る

g
s
E
。
そ
れ
に
対
し

て
、
ラ
l
ハ
ン
ト
は
、
国
家
迎
合
の
契
約
的
性
質
を
強
制
す
る
多
数
説
が
正
当
で
あ
る
と
し
、
ゲ
ル
パ
ー
や
モ

l
ル、

フ
ィ
リ
y
プ

ツ

ォ

北法56(6.28)2460



jレ
ン

2
5
宅
N
0
2
)
、
イ

ェ
リ
ネ
ァ
ク

ラ
l
パ
ン
ト
は
、
ン
ユ
ル
チ
ェ
と
コ
ン

ロ
l
ジ
ン
の
著
作
を
挙
げ
る

(
開

Z
E
)。
そ
の
上
で
、

ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
ベ

l
ケ

(
円

S
E
E
-
25
国
号
。
)
、
お
よ
び
ギ

l
ル
ケ
の
著
作
(
広
)
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
は
、
支
配
権
を
付
与
さ

れ
た
、
中
央
権
力
を
伴
、つ
政
治
的
形
成
体
に
、
「
国
家
迎
合
」

の
表
現
を
用
い
よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
れ
で
は
、
単
な
る
語
義
を
め
ぐ
る
争

い
に
な

っ
て
し
ま
う
と
指
摘
す
る

(印
口
問

=

凶A
V

〉
=
ヨ
』
)
。
そ
し
て
、
国
家
迎
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
、
国
法
上
は
組
合
で
あ
り
、
国
際

法
上
は
法
主
体
で
あ
る
と
し
て
特
徴
づ
け
よ
う
と
す
る
主
張
は
、
全
く
の
誤
り
で
あ
る
と
非
難
す
る

m
e
g
E。
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば

そ
の
よ
う
な
主
張
は
、
私
法
の
領
域
に
お
い
て
、
対
内
的
に
は
組
合
で
あ
り
な
が
ら
、
対
外
的
に
は
コ
ル
ポ
ラ
テ
イ
オ
ン
で
あ
る
よ
う
な
人

的
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
を
承
認
す
る
か
の
ご
と
く
で
あ
り
、
統
合
不
可
能
な
対
立
の
混
同
を
意
味
す
る

(g
o
E
)。
な
ぜ
な
ら
、
対
外
的

に
法
主
体
で
あ
る
も
の
が
、
対
内
的
に
法
律
関
係
で
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
り
、
構
成
国
家
の
主
権
は
、
図
法
上
の
連
関
に
お
い
て
は
、
存

第二時政創立IPJドイツの政治思想 ('1 完)

在
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
国
際
法
上
の
述
闘
に
お
い
て
は
、
排
除
さ
れ
得
な
い
か
ら
で
あ
る

て
は
、
法
主
体
で
は
な
い
形
で
組
織
し
つ
つ
、
対
外
的
に
法
的
な
効
力
を
持
た
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
し
、
国
際
法
上
の
諸
国
家
の
組

(開

Z
E
}。
そ
れ
に
対
し
て
、
組
合
に
つ
い

合
は
、
私
法
上
の
個
人
の
組
合
と
同
様
に
、
組
合
に
区
分
で
き
る
と
す
る

(
開

F
0
2
且

)
。

さ
て
、
こ
の
ラ
l
パ
ン
ト
の
応
答
は
、
ギ
l
ル
ケ
の
批
判
に
対
す
る
反
論
と
し
て
、
ど
れ
ほ
ど
の
有
効
性
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で

(
日
)

あ
ろ
う
か
。
前
述
の
と
お
り
、
ギ
l
ル
ケ
は
、
確
か
に
、
一
フ
l
パ
ン
ト
が
、
連
邦
国
家
と
国
家
連
合
の
区
別
に
あ
た
り
、
前
者
で
は
、
全
体

が
常
に
国
家
人
格
を
持
つ
の
に
対
し
、
後
者
で
は
、
全
体
が
国
家
人
絡
を
全
く
持
た
な
い
と
い
う
占
、
を
基
準
と
す
る
の
は
不
当
で
あ
る
と
批

広

ニ
ヨ
)。

し
か
し
、
こ
の
ギ
l
ル
ケ
の
批
判
は
、
こ
こ
で
ラ
l
パ
ン
ト
が
指
摘
す
る
よ
う
な
、

「国
家
連
合
の
全
体
に
、

1ヒ法56(6.29)2461

判
し
て
い
た

国
家
人
格
を
認
め
る
べ
き
だ
」
と
い
う
合
意
を
持
た
せ
た
も
の
で
は
な
く
、
連
邦
国
家
と
国
家
連
合
の
区
別
に
あ
た
り
、
ラ

l
パ
ン
ト
が
図

家
人
格
の
有
無
の
み
を
問
題
と
し
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
で
あ
り
、
そ
の
含
意
は
、

「
国
家
人
格
の
構
造
の
差
異
に
注
目
し
、
も
っ
と
細
か

い
場
合
分
け
の
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

(広

=
ヨ

ニ
凶
∞)
。
け
だ
し
、

ギ
l
ル
ケ
に
と
っ
て
も
、
「
国
家
迎
合
の
全
体
に
、



説

国
家
人
格
を
認
め
る
」
こ
と
な
ど
、
あ
り
仰
向
な
い
解
釈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
解
釈
は
、
そ
も
そ
も
、
ギ
l
ル
ケ
の
主
張
の
解

北法56(6'3012462

釈
と
し
て
不
適
切
で
あ
り
、
不
適
切
な
解
釈
を
基
に
し
た
ラ
l
パ
ン
ト
の
反
論
は
、
ギ
l
ル
ケ
の
批
判
に
対
す
る
反
論
と
し
て
は
有
効
伯
が

占詰

低
い
と
一言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

(2
)
『
ド
イ

γ
図
法
学
』
第
二
版
第
八
節

ラ
l
パ
ン
ト
は
、
第
二
版
第
七
節
に
引
き
続
き
、
第
八
節
に
お
い
て
、
帝
国
の
法
的
性
質
や
帝
国
と
個
別
国
家
の
関
係
の
法
的
性
質
に
閃

し
、
決
定
的
な
意
義
を
持
っ
と
す
る
型
論
を
五
つ
取
り
上
げ
、
批
判
的
に
検
討
し
て
い
る
。

ラ
ー
パ
ン
ト
は
、
第

一
に
、
か
つ
て
の
通
説
で
あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
連
邦
国
家
の
本
質
を
主
権
分
割
に
見
る
、
ヴ
ア
イ
ツ
の
見
解
を
取

り
上
げ
る

(印
口
問
=

凶∞
18
)
。
こ
こ
に
お
け
る
ラ
l
パ
ン
ト
の
取
り
上
げ
方
は
、
第
一
版
(
問
。
田
口

la
)に
お
け
る
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
様

で
あ
り
、
全
体
国
家
の
権
限
と
個
別
国
家
の
権
限
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
権
限
に
疑
い
が
生
じ
た
場
合
に
、
そ
の
椀

限
を
決
定
す
る
権
力
こ
そ
が
主
権
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
に
お
い
て
は
、
排
他
的
に
帝
国
に
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
ヴ
ア
イ

ア
の
議
論
を
退
け
た

(回ロ目

=
凶
∞
8
)
。
な
お
、

ラ
l
パ
ン
ト
は
、
こ
の
ヴ
ア
イ
ツ
に
対
す
る
批
判
を
行
う
際
に
、
ギ
l
ル
ケ
の
主
張
を

も
援
用
し

(帥口問

=

u
∞
〉
ロ
E

f

g
〉
コ
ヨ
N
)
、
ギ
l
ル
ケ
の

『
ア
ル
ト
ジ
ウ
ス
論
』
(
』〉

N

a
司・
)

ゃ

「
ラ
l
パ
ン
ト
の
図
法
学
」
(
「的

ニa
D
)

を
参
照
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る

回口
問
=

凶A
Y
AM
-
)
。

ラ
l
パ
ン
ト
は
、
第
二
に
、
ザ
イ
デ
ル
の
見
解
、
す
な
わ
ち
、
主
怖
を
図
家
概
念
の
本
質
と
し
、
上
級
国
家
の
も
と
に
諸
国
家
が
服
す
る

と
い
う
連
邦
悶
家
(
諸
国
家
図
家
)
概
念
を
拒
否
し
、
契
約
的
性
質
を
も
っ
諸
国
家
問
問
か
、
そ
れ
と
も
、
分
権
的
統

一
国
家
か
、
と
い
う

二
者
択

一
を
迫
る
見
解
を
取
り
上
げ
る

(∞口問

=

8
I
S
)
。
こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
ザ
イ
デ
ル
の
言
う
よ
う
な
、
典
型
的
な
統

一
悶
家



を
モ
デ
ル
と
し
て
形
成
さ
れ
た
、
教
条
的
な
国
家
概
念
が
、
ド
イ
ツ
や
ア
メ
リ
カ
、
ト
ル
コ
等
に
見
ら
れ
る
語
法
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
し
て
、

ド
イ

y
の
現
実
に
は
合
わ
な
い
と
批
判
す
る
。
こ
の
指
摘
自
体
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
第

一
版
で
展
開
し
た
批
判

3
0
同

お
ふ
と
と
ほ
ぼ

同
線
で
あ
る
が
、
第
二
版
に
お
い
て
は
さ
ら
に
、
話
法
だ
け
で
は
反
論
と
し
て
決
定
的
で
は
な
い
と
さ
れ
、
概
念
上
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
立

て
る
必
要
が
説
か
れ
る

(凹ロ
同
=

E
)
。
す
な
わ
ち
、
図
家
の
悲
準
と
し
て
、
主
権
が
本
質
的
で
は
な
い
と
説
明
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
何

を
国
家
の
基
準
で
あ
る
と
考
え
る
の
か
、
そ
し
て
、
州
や
都
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
、
「非
主
権
的
国
家
」
を
と
の
よ
う
に
区
別
す
る
の
か
、
と

い
う
問
い
に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
る

(間
宮
邑

)
。
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
間
い
に
対
し
て
、
自
ら
が
第

一
版

に
お
い
て
提
示
し
た
回
答
は
、
国
家
が
、
「
岡
有
の
権
利
に
よ
っ
て
公
法
上
の
支
配
権
」
(
印
口
同
一
白血
)
を
持
つ

こ
と
を
区
別
の
基
準
と
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
窃
口

問

=

E
)
。
す
な
わ
ち
、
閣
家
は
、
公
法
上
の
支
配
怖
を
、
委
任
に
よ

っ
て
、
あ
る
い
は
、
よ
り
高
次
の

権
力
が
自
ら
の
任
務
を
遂
行
し
、
自
ら
の
立
聞
い
を
釘
徹
す
る
た
め
に
用
い
る
よ
う
な
機
関
と
し
て
持
つ
の
で
は
な
く
、
図
家
は
、
そ
の
支
配

第二倍政創立IUIドイァの政治思想 (ιl 完)

権
を
、
固
有
の
法
領
域
や
固
有
の
意
思
、
誕
ぴ
に
、
行
為
の
自
由
を
伴
っ
た
、
自
立
的
な
法
主
体
と
し
て
持
つ
と
し
た
の
で
あ
る
(
間
宮
E

)。

そ
し
て
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
第
一
版
に
お
け
る
回
答
が
、
様
々
な
「
誤
解
」
を
生
ん
だ
と
い
う
(
間
宮
E
)。

ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
こ
の
「
固
有
の
権
利
」
(
も
官
自

国
2
73

概
念
が
い
く
つ
も
の
考
察
の
対
象
と
な
っ
た
(
閉
口
問
=

お
)。

ィ
ェ
リ
ネ
y
ク
は
、
こ
の
概
念
の
許
制
な
研
究
に
従
事
し
、
「
悶
有
の
怖
利
と
は
、
法
的
に
支
配
で
き
な
い
権
利
で
あ
る
」
と

い
う

つ
ま
り
、
ラ
1
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
イ
エ
リ
ネ
y
ク
は
、
国
家
の
本
質
を
、
国
家
活
動
の
あ
る
限
ら
れ
た

命
題
を
提
示
し
た
(
開
u
o
E

)。

領
域
の
内
部
に
お
い
て
、

よ
り
，向
次
の
権
力
か
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
矧
除
し
、
最
終
的
な
規
範
を
公
布
す
る
た
め
の
怖
限
を
も
つ
よ
う
な
、

~Wi56(6 . 31 )2463 

公
法
上
の
コ
ル
ポ
ラ
テ
イ
オ
ン
に
見
出
し
た
の
で
あ
る

(g
g己
)
。
し
か
し
、
ラ
l
バ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
イ
ェ
リ
ネ
ァ
ク
の
主
張
に

対
し
て
は
、
す
で
に
多
く
の
批
判
が
出
さ
れ
て
お
り
、
実
際
上
も
、
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

g
g
ε
。
と
い
う
の
は
、
主
権
的
中

央
椀
力
か
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

一
切
受
け
な
い
よ
う
な
構
成
国
家
を
想
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
桃
成
国
家
の
格
利
の
巡



説

}刊
が

(
開
σ
0
2
巳
e
)

。

一
定
の
制
限
下
に
お
か
れ
て
い
る
場
合
は
、

イ
ェ
リ
、
不
ァ
ク
の
言
う
意
味
で
「
固
有
」
で
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る

そ
れ
に
対
し
て
、
正
し
い
の
は
ロ

l
ジ
ン
の
見
解
で
あ
り
、
自
ら
以
外
の
権
利
を
代
理
と
し
て
行
使
す
る
場
合
も
、
「
固
有
の
」
権
利
を
持

~ ，. 

ち
う
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
「
固
有
の
権
利
」

の
有
却
を
国
家
の
指
標
と
す
る
イ
ェ
リ
ネ
y
ク
の
努
力
は
、
無
駄
な
骨
折
り
で
あ
る
と
批

判
す
る
の
で
あ
る

(国
vo
z牛
)
。

ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
決
定
的
な
こ
と
は
、
「
固
有
の
権
利
」
な
の
で
は
な
く
、

「
固
有
の
支
配
権
」
な
の
で
あ
る

田
口
同

=
aMEお
)。

た
だ
し
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、

ロ
ー
ン
ン
が
、
こ
の
支
配
権
に
つ
い
て
、
公
法
の
み
な
ら
ず
、
私
法
を
も
包
括
す
る
概
念
で
あ
る
と
考
え
、
国

家
と
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
区
別
を
、
そ
こ
で
設
定
さ
れ
る
目
的
に
よ

っ
て
区
別
し
よ
う
と
し
た
点
に
つ
い
て
は
、

国
家
権
力
を
使
用
す
る
目
的
が

絶、
λ
ず
変
化
す
る

(印
U
目
=

血
F
S
)
た
め
に
、

「
国
民
的
」
な
目
的
と
「
地
方
的
」
な
目
的
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し

て
批
判
す
る

(印口問

=

忠

霊
)
。
ラ
l
パ
ン
ト
は
、

国
家
と
自
治
体
の
区
別
に
と
っ
て
は
、

や
は
り
、
支
配
権
の
有
担
が
決
定
的
で
あ
る

と
し
、
私
法
上
の
権
利
が
前
求
権
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
、
支
配
権
は
、
あ
る
行
為
の
不
実
行
や
笑
行
を
、
自
由
人
に
命
じ
る
権
利
で
あ
り
、

そ
の
有
無
が
、
国
家
と
自
治
体
を
区
別
す
る
基
準
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る

(印己
目
=

宝

1a
}。こ
う
し
て
、
私
法
上
の

「
全
体
人
格
」

や
コ
ル
ポ
ラ
テ
イ
オ
ン
に
対
し
て
も
、
そ
の
構
成
員
に
対
す
る
支
配
権
を
認
め
よ
う
と
す
る
、
ギ
l
ル
ケ
や
ロ

l
ジ
ン
の
議
論
は
退
け
ら
れ

る

(印口問

=

訟
〉
ヨ
ヨ
eM
)

。
な
お
、-フ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
支
配
権
が
国
家
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
と
は
い
え
、

国
家
は
常
に
支
配

概
を
使
用
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
必
安
な
と
き
に
の
み
使
用
す
る
の
で
あ
り
、
国
家
活
動
の
大
部
分
は
、
支
配
権
を
適
用
す
る
こ
と

ギ
l
ル
ケ
の
批
刊
(
戸M
=

uC
時
)、
す
な
わ
ち
、

「ラ
l
パ
ン
ト
の
構
成
で
は
、

国

{ロ
)

法
上
の
意
思
決
定
の
内
容
が
、
支
配
と
服
従
の
関
係
に
尽
き
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
す
る
批
判
も
当
た
ら
な
い
と
い
う
(
出
口
問

=

な
く
遂
行
さ
れ
う
る

(閉口問

=

訟
'
B
E
)
。
従
っ
て
、

au
〉
コ
ヨ
凶
)。

ラ
l
パ
ン
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
た
上
で
、
「
主
権
」
は
、
国
家
の
本
質
的
な
特
性
で
は
な
い
と
す
る

(∞口問

=
s
la
g
。
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と
い
う
の
も
、
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
「
主
権
」
と
は
、
最
高
次
か
っ
最
上
級
の
権
利
を
意
味
す
る
が
、
別
に
最
高
次
の
権
力
を
持
た
な

く
と
も
、
支
配
権
を
保
有
す
る
こ
と
は
可
能
だ
か
ら
で
あ
る

(開
宮
邑

)
。
ラ

l
パ
ン
ト
は
、

主
格
者
の
資
格
を
持
た
な
い
人
格
、
す
な
わ

ち
何
ら
か
の
法
的
な
権
力
関
係
に
お
い
て
、
上
に
向
か
っ
て
叩
服
従
し
て
い
る
人
格
は
、
同
時
に
、
自
由
人
や
そ
の
結
社
に
対
す
る
支
配
権
を

持
つ
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
国
家
格
力
を
保
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る

(m
Z
E
)。

こ
こ
で
ラ
l
パ
ン
ト
が
出
し
た
、
ギ
l
ル
ケ
に
対
す
る
反
論
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
正
当
な
批
判
と
は
言
い
難
い
も
の
で

あ
る
。
ま
ず
、
既
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
ギ
ー
ル
ケ
に
よ
る
、
「
ラ
l
パ
ン
ト
の
構
成
で
は
、
国
法
上
の
意
思
決
定
の
内
容
が
支
配
と
服
従

は
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
、
国
家
と
人
民
の
関
係
を
論
じ
る
際
に
、

の
関
係
に
尽
き
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
批
判
(
広

ニ
活
再
)

両
者
の
相
互
補
完
関
係
を
正
当
に
理
論
化
し
な
か
っ
た
こ
と
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
前
述
の
と
お
り
、
ギ
l
ル
ケ
は
、
国
家
の
客
観

的
統

一
に
対
応
す
る
よ
う
な
、
国
家
と
そ
の
構
成
貝
と
の
附
に
あ
る
、相
互
補
完
的
な
主
飢
的
連
関
を
見
つ
け
だ
す
必
要
性
を
、
再
三
に
波
つ

第二帝政印l立国1ドイツの政治思想(4 完)

て
指
摘
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
こ
の
要
求
を
徹
底
し
て
拒
否
し
て
お
り
(
詳
し
く
は
、
後
述
す
る
)
、
こ
こ
で
見
ら
れ
る

対
立
も
、
ギ
l
ル
ケ
が
要
請
し
た
主
観
的
述
闘
を
見
つ
け
だ
す
必
要
性
を
、
承
認
す
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
る
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
対

立
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
こ
で
、
「
国
家
が
そ
の
支
配
械
を
適
用
す
る
こ
と
な
く
活
動
す
る
領
域
が
、
あ
る

か
な
い
か
」
と
い
う
問
題
は
、
ギ
l
ル
ケ
の
上
記
の
批
判
と
は
艶
関
係
で
あ
る
。

次
に
、
ギ
l
ル
ケ
や
ロ

l
ジ
ン
が
、
私
法
上
の
「
全
体
人
格
」
や
コ
ル
ポ
ラ
テ
イ
オ
ン
に
も
「
支
配
椀
」
を
認
め
た
こ
と
に
対
す
る
、
ラ
1

ハ
ン
ト
の
批
判
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
確
か
に
「
支
配
権
の
有
担
を
、
国
家
と
自
治
体
の
区
別
の
基
準
と
す
る
」
と
い
う
前
提
か
ら
出
発
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
批
判
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
ラ
i
パ
ン
ト
が
言
一
う
よ
う
に
、

「主
格
」
が
国
家
の
本
質
的
要
素
で
は

な
く
、
「
主
権
」
を
保
有
し
て
い
な
く
て
も

「
支
配
椀
」
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

「支
配
権
」
を
、
な
ぜ
構
成

国
家
の
み
が
持
ち
得
て
、
自
治
体
は
持
ち
得
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。
私
見
で
は
、
こ
こ
で
展
開
さ
れ
た
ラ
l
パ
ン
ト
の
理
論
梢

北法56(6-33)2465



見

成
で
は
、
こ
の
問
題
に
十
分
に
応
え
る
こ
と
は
困
雛
で
あ
る
と
言
わ
さ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
と
こ
ろ
か
、
第
二
版
に
お
い
て
新
し
く
加
わ
っ

た
部
分
(
印
口
問
=
晶

一
志

⑤

)

か
ら
は
、
ギ
l
ル
ケ
か
ら
の
色
濃
い
影
響
の
跡
を
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
ず
、
議
論
の
出
発
点
と
し
て
、

面

非
主
格
的
構
成
国
家
と
自
治
体
の
区
別
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
と
い
う
問
題
の
立
て
方
そ
の
も
の
に
、

ギ
l
ル
ケ
の
彩
響
が
伺
わ
れ
る
。
確

か
に
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
第

一
版
第
三
誌
に
お
い
て
、
個
別
国
家
に
一
定
程
度
の
自
立
し
た
自
由
な
立
場
を
見
出
し
、
そ
の
立
場
の
有
担
に

よ
り
構
成
国
家
と
自
治
体
を
区
別
す
る
祝
占
を
持
っ
て
い
た
(
印口問

5
M
1
5
E
)
が
、
第
二
版
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
概
念
上
の
明
確
な
区

分
を
行
っ
て

い
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
こ
の
間
題
を
帝
国
の
法
的
本
質
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
、
明
確
に
自
党
し
て
い
た
わ
け
で
も
な

つ
ま
り
、
こ
の
問
題
は
、
主
権
を
国
家
の
本
質
的
な
要
素
で
は
な
い
と
考
え
る
場
合
に
、

「非
王
格
的
国
家
と
自
立
的
州
、
あ
る

、
、J
-
-
O

A
M

〆一4
人

い
は
、
市
町
村
と
の
区
別
を
、
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
か
」
と
い
う
困
難
な
問
題
が
生
じ
る
と
し
た
、
ギ
l
ル
ケ
の
指
摘
に
よ

っ
て
、
先
鋭

化
し
た
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
第
二
版
に
お
け
る
ラ
l
パ
ン
ト
の
補
完
説
明
は
、
こ
の
ギ

l
ル
ケ
の
指
摘
に
対
す
る
応
答
で
あ
る

(日
)

と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
イ
ェ
リ
ネ
ァ
ク
に
対
す
る
批
判
を
め
ぐ
っ
て
は
、
本
文
中
で
は
ロ

l
ジ
ン
の
名
の
み
が
挙
げ
ら
れ

て
お
り
、
ギ
l
ル
ケ
に
は
脚
注
で
言
及
さ
れ
る
の
み

で
あ
る
も
の
の
、
批
判
の
仕
方
は
、
ギ
l
ル
ケ
に
よ
る
批
判

(閉
口問

=

a
M
〉コ
ヨ
N
)

「印

=
8
1
=
a
〕
と
同
様
で
あ
り
、
さ
ら
に

ロ
l
ジ
ン
の
主
張
に
対
し
て
、
「
目
的
の
追
い
は
、
国
家
と
自
治
体
を
区
別
す
る
基
準
に

な
ら
な
い
」
と
す
る
指
摘
は
、

ギ
l
ル
ケ
の
ロ

l
ジ
ン
に
対
す
る
指
摘
(
5

=

ヨ

)
と
問
機
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
明

示
的
な
証
拠
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
解
釈
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
私
見
で
は
、
こ
こ
で
ギ
l
ル
ケ
の
影
響
を
否
定
す
る
こ
と
は
雌

や
や
揚
げ
足
を
取
る

よ
う
な
形
で
ギ
l
ル
ケ
を
批
判
し
な
が
ら
、
イ
ェ
リ
、
不
ァ
ク
や
ロ

l
ジ
ン
に
対
す
る
批
判
の
仕
方
に
つ
い
て
、
全
体
と
し
て
は
、
ほ
ぽ
ギ

l

し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
て
く
れ
ば
、
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
第
二
版
に
お
い
て
、
細
か
い
部
分
で
、

ル
ケ
の
主
張
に
沿
う
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
た
と
-一面
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ギ

l
ル
ケ
の
主
張
を
受
け
入
れ
る
場
合
は
、

ギ
l
ル
ケ
の
議
論
の
大
前
提
、
す
な
わ
ち
、
国
法
上
の
人
格
概
念
に
お
い
て
、
国
家
と
構
成
員
の
主
観
的
な
相
互
関
係
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
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る
と
す
る
主
張
を
受
け
入
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
こ

の
前
提
を
受
け
入
れ
な
く
と
も
、
同
様
の
主
張
を
導
き
出
し
得
る
こ
と
を
示
す
必
要
が

あ
る
。
け
だ
し
、
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
る
「
主
権
者
の
資
格
を
持
た
な
い
人
格
、
す
な
わ
ち
、
何
ら
か
の
法
的
な
椀
力
関
係
に
お
い
て
、
上
に

向
か

っ
て
服
従
し
て
い
る
人
格
は
、
同
時
に
向
由
人
や
そ
の
給
制
に
対
す
る
支
配
椛
を
持
つ
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
国
家
格
力

を
保
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

(回
口
問
=

a
)
と
す
る
結
論
は
、
「
桝
成
国
家
権
力
は
、
少
な
く
と
も
潜
在
的
に
は
自
ら
の
領
般
に
お
い
て

全
国
家
権
力
で
あ
る
が
、
上
へ
向
か
っ
て
は
単
独
で
最
高
次
の
権
力
と
は
言
え
な
い
関
係
に
あ
る
」

(Fh

H
H
S
)
と
す
る
ギ
l
ル
ケ
の
結

論
に
極
め
て
近
い
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
指
摘
し
た
ご
と
く
、
「
支
配
権
」
を
国
家
権
力
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
す
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
が

あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
出
さ
れ
た
ラ
l
パ
ン
ト
の
結
論
は
、
む
し
ろ
、
ギ
l
ル
ケ
の
型
論
構
成
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

(M
)
 

よ
り
説
何
的
な
形
で
導
き
出
さ
れ
る
と
雷、
つ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
山
に
つ
い
て
は
、
次
に
取
り
上
げ
る
、
第
五
の
へ

l
ネ
ル
に

対
す
る
反
論
を
分
析
す
る
中
で
再
度
検
討
し
た
い
。

第二帝政創立IYIドイツ的政治思想川 完)

ラ
l
パ
ン
ト
が
、
帝
国
の
法
的
性
質
や
帝
国
と
個
別
国
家
の
附
係
の
法
的
性
質
の
理
解
に
と
り
、
決
定
的
な
品
川
い
義
を
持
っ
と
す
る
第
五
の

理
論
は

へ
ー
ネ
ル
お
よ
び
ギ
l
ル
ケ
の
理
一論
で
あ
る

(印
口
問
=

ぷ

'g)。
ま
ず

へ
l
ネ
ル
に
対
す
る
批
判
は
、
ほ
ぽ
第

一
版

(回
口問

∞
凶
白
血
ム
)

ヘ
1
ネ
ル
の
概
念
規
定
に
お
い
て
は
、
連
邦
国
家
に
認
め
ら
れ
る
問
権
が
、
椛
成
国
家
に
対
し

て
有
効
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
述
郎
国
家
柿
力
が
、
人
格
と
し
て
の
構
成
国
家
を
支
配
す
る
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
批

で
展
開
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
旬
、

(閉口問

=

叶
や
コ
)
。
そ
の
上
で
、
ラ
|
パ
ン
ト
は
、
ギ
l
ル
ケ
の
迎
論

(
「
印
ご
M
M
R

凶
ご
ミ
『『
)
を
、

判
す
る

ヘ
ネ
ル
の
述
邦
凶
家
諭

を
さ
ら
に
進
展
さ
せ
、
自
ら
の
ゲ
ノ
y
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
論
と
結
び
つ
け
た
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
る

目。目

=

ゴ
∞
己
)
。
こ
こ
で
、
ラ
l

北法56(6.35)2'167

パ
ン
ト
は
、
ギ
l
ル
ケ
が
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
誤
り
を
そ
の
個
人
主
義
的
な
人
格
概
念
に
見
出
し
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
人
格
概
今
宮
乞
「
私
法
的
」

で
あ
る
と
レ
了
ア
ル
貼
り
し
た
と
指
摘
し
、
そ
れ
に
代
え
て
ギ
l
ル
ケ
は
、
構
成
員
の
多
数
性
を
統

一
す
る
と
同
時
に
、
統

一
体
と
し
て
の

構
成
只
人
絡
の
多
数
性
を
も
保
持
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
、
全
体
人
格
概
念
を
提
示
し
た
と
指
摘
す
る

(的己目

=

コ
)。

そ
し



A 

産
の
客
観
的
概

念
と

そギ
れ l
Lこ lレ
対ケ
r.i)が
す 巴
る」
ゲの

ノ舎
ツ 内あ

セみ

;事
ヤムp

I主
の肘
士す

頑空
的 行

雲町1

5望
日予
嬰Z
言?
挙 2:
げ訂

さE
E去
五語
摘砺
しと
に L

gて
2全
こ体
。財

て
、
ラ
!
パ
ン
ト
は
、

論

従
っ
て
、
ラ
l
パ
ン
卜
は
、
「全
体
国
家
と
構
成
国
家
の
相
互
補
完
的
な
迷
惜
の
概
念
を
、
公
法
上
の
法
学
概
念
と
し
て
導
入
す
べ
き
で
あ

る
」
と
す
る
ギ
l
ル
ケ
の
安
部
自
体
に
つ
い
て
は
、
認
識
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ギ

l
ル
ケ
の
主
張
に
対
し
、
ラ

l
パ

ン
ト
は
以
下
の
よ
う
に
反
論
す
る
。

ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
人
格
の
概
念
は
、
専
ら
、
そ
の
権
利
能
力
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
法
的
な
意
味
に
お
け
る
人
格
と
は
、
柿
利
主

(印
口
問
巳

叫
∞
)。

そ
れ
ゆ
え
に
、
あ
ら
ゆ
る
人
格
は
、
統
一
体
、
す
な
わ
ち
、
論
理
的
に
不
可
分
な

一
個

人
E
コ
5
2
〈

E
E
ヨ
な
の
で
あ
る

(g
g三
。
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
個
人
主
義
的
で
は
な
い
人
格
解
釈
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
り
、
個

体
で
あ
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い

人
の
否
定
は
、
す
な
わ
ち
、
人
格
の
否
定
で
あ
る

g
g
E
。
従
っ
て
、
も
し
、
多
数
の
人
格
が

一
つ
の
自
立
的
な
人
格
に
構
成
さ
れ

る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
構
成
人
格
か
ら
の
全
体
人
格
の
分
離
や
分
裂
と
し
て
理
解
す
べ
き
な
の
で
は
な
く
、
論
理
的
な
対
世
と

し
て
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
る

(間
宮
邑

)。
例
え
ば
、
法
人
と
し
て
の
都
市
ベ

ル
リ
ン
を
思
い
浮
か
べ
る
者
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

ベ
ル
リ
ン
の
個
々
の
住
民
を
度
外
視
し
て
お
り
、
こ
の
「
都
市
ベ
ル
リ
ン
」
と
い
う
制
念
は、

個
々
の
住
民
を
無
い
も
の
と
し
て
考
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
の
み
何
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
、
個
々
の
住
民

一
般
が
存
在
し
な
い
も
の
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
住
民

一
般
を
、
「都

市
ベ
ル
リ
ン
」
と
い
、
つ
観
念
と
は
興
な
る
何
か
別
の
も
の
と
考
え
て
い
る
と
い
う
(
間
宮

E
)。
つ
ま
り
、
全
体
を
、
権
利
義
務
の
自
立
的

な
担
い
手
、
す
な
わ
ち
、
人
怖
と
し
て
構
成
す
る
椛
利
は
、
全
体
を
、
そ
れ
と
は
概
念
的
に
区
別
さ
れ
る
統

一
体
と
し
て
の
多
数
性
に
対
世

さ
せ
、
個
別
存
在
の
総
計
か
ら
、
そ
の
内
部
に
多
数
性
が
存
在
し
な
い
よ
う
な
新
た
な
般
本
的
統

一
を
創
り
出
す
権
利
に
他
な
ら
な
い
と
い

う
の
で
あ
る

(
開

coz
-
そ
し
て
、
ラ
ー
パ
ン
ト
は
、
ギ
1
ル
ケ
が
、
明
確
に
繰
り
返
し
為
そ
う
と
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
述
邦
国
家

に
お
い
て
、

中
央
権
力
と
同
時
に
、
榔
成
国
家
に
も
、
自
立
的
な
高
権
を
認
め
た
り
、
阿
者
に
、
相
互
的
な
権
利
義
務
を
付
与
し
た
こ
と
を

北法56(6-36)2468



是
認
す
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
連
邦
国
家
と
椛
成
国
家
の
そ
れ
ぞ
れ
を
、
そ
れ
自
体
と
し
て
法
主
体

(人
格
)

で
あ
る
と
考
え
、
両
者
を
概

念
的
に
相
互
に
孤
立
化
さ
せ
て
、
両
者
を
論
理
的
な
統

一
体

(個
々
人
)
と
し
て
対
世
さ
せ
る
と
い
う
、

論
理
上
の
必
要
に
迫
ら
れ
る
と
す

る

(問
Z
E
e
)。
ラ
|
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
多
数
の
人
格
の
も
と
に
見
ら
れ
る
柿
利
附
係
に

つ
い
て
は
、
関
与
す
る
各
人
格
を
、
相
互
に
慨

念
的
に
叩
引
な
り
、
独
立
し
た
も
の
と
し
て
観
念
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
お
よ
そ
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る

(回
口
問
=

叶∞
I
J

可申
)。

従
っ
て
、
「
公
法
上
の
自
立
的
な
権
利
義
務
の
主
体
」
と
い
う
帝
国
観
念
は
、
構
成
国
家
を
度
外
視
し
、
構
成
国
家
を
帝
国
と
は
異
な
る
人

格
と
し
て
、
帝
国
に
対
置
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
帝
国
を
、
複
合
さ
れ
た
多
数
性
と
し
て
で
は
な
く
、
構
成
国
家
や
そ
の
総
計
と
は
異
な

る
統

一
体
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
の
み
、
品
位
何
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る

(
開
『

g
a
)。

ラ
l
パ
ン
ト
は
、
以
上
の
よ
う
に
ま
と
め
た
上
で
、
ギ
l
ル
ケ
が
、
「
公
法
の
可
能
性
は
、
全
体
と
部
分
が
、
そ
れ
ら
の
共
同
秩
序
と
い

う
可
能
性
か
ら
逃
脱
す
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
椛
利
が
あ
り
、
相
互
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
主
体
と
し
て
、
現
れ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い

第二帝政相l立IUJドイツの政治思想 (4 完)

る」

(「印

=N由)と
し
、
こ
の
こ
と
は
「
私
法
的
な
思
考
で
は
理
解
で
き
な
い
」

2
Z
E
)
と
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
思
考

は
、
私
法
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
思
考
に
お
い
て
も
理
解
不
能
で
あ
る
と
批
判
す
る

(閉
口
問
=

忍
〉
ヨヨ一
)。
ラ
I
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、

「
概
念
的
に

一
つ
の
全
体
で
あ
る
主
体
が
、
相
互
に
権
利
を
持
ち
、
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
観
念
と
、
「
そ
の
主
体
の
一
方
が
他

の
部
分
で
あ
る
」
と
い
う
飢
念
は
両
立
し
得
え
な
い

(間
宮

E
・)。

な
ぜ
な
ら
、
構
成
国
家
が
、
辿
邦
国
家
の

一
部
と
し
て
観
念
さ
れ
る
場

て合
観は
A 、
疋ふ

さも，'11
れ!車
る閉
場家
合の
に主
l立体
と
榔し
成て
図り
家 rt
(J) f6 

部主
分管
r と

C さ
てれ
の匂
:~べ

品主

2占
定リ、

1設
~.'田
正室
だ ペ
か ~iH
主語
主匝l
町家
るに

対
し

怖
利
義
務
を
持
つ
主
体
と
し

開
宮
邑

)。

従

っ
て
、
ラ
l
パ
ン
ト

に
よ
れ
ば
、
こ
の
両
概
念
は
、
単
独
で
は
受
け
入
れ
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
必
須
の
も
の
で
あ
る
が
、
両
者
を
一
つ
の
観
念
の
も
と
に
結
合

し
、
構
成
国
家
を
、
連
邦
国
家
の
部
分
で
あ
る
と
考
え
る
時
、
同
時
に
、
そ
れ
を
部
分
で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い

(
問
U
0
2
己

)。

け
だ
し
、
ラ
l
パ
ン
ト
に
と
り
、
「
部
分
」
と
は
、
あ
る
特
別
な
個
性
の
否
定
を
意
味
し、

「
法
主
体
」
と
は
、
そ
の
H
H
定
を
意
味
す
る
の
で

北法56(6.3712469



l且

あ
る

(
E

U
0
2
巳

)
。

た
だ
し
、
ラ
1
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
指
摘
は
、
帝
国
の
存
在
お
よ
び
そ
の
全
影
響
閣
と
、
個
別
国
家
の
そ
れ
ら
と
の
問
に
お
け
る
、

論

官
接
な
関
係
の
存
夜
を
否
定
す
べ
き
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い

(回口同

=

司ー
∞
ロ
)。
と
い
う
の
も
、
帝
国
の
個
別
人
格
を
、
個
別

国
家
の
そ
れ
か
ら
論
理
上
分
離
す
る
こ
と
は
、
両
者
の
聞
の
蜜
接
な
法
的
述
関
を
理
解
し
、
統

一
的
な
法
則
の
も
と
で
把
握
す
る
た
め
に
役

立
つ
か
ら
で
あ
る

(間
宮
邑

)。
し
か
し
、
「
帝
国
を
、
構
成
国
家
か
ら
分
離
さ
れ
た
法
主
体
と
し
て
観
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
、
つ

命
題
を
、
「
帝
国
が
、
実
際
に
構
成
国
家
か
ら
分
雌
し
、
特
別
に
存
在
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
い
う
よ
う
に
山
僻
す
る
場
合
に
は
矛
盾
に

陥
る
こ
と
に
な
る

(m
Z
E
}。
と
い
う
の
も
!
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、

一
つ
の
人
格
を
、
再
び
同
様
の
諸
人
格
に
解
体
す
る
こ
と
は

全
体
団
体
が

一
つ
の
統
一
体
か
ら
、
諸
統

一
体
の
総
計
に
堕
落
し
、
そ
の
人
格
を
失
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、

ギ
l
ル
ケ
自
身
が
、
あ
ら
ゆ
る
国
法
上
の
法
学
的
椛
成
の
中
心
占
で
あ
る
と
し
た
、
ギ
l
ル
ケ
の
人
格
概
念
と
相
容
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
は

ず
だ
か
ら
で
あ
る

ラ
l
パ
ン
ト
は
、

ギ
l
ル
ケ
が
、
こ
の
よ
う
な
前
提
か
ら
連
邦
国
家
構
成
に
行
き
着
い
た
こ
と

(間
宮
邑

)
。
そ
し
て
、

に
つ
い
て
、
ギ
l
ル
ケ
の
「
内
在
的
な
矛
盾
」
で
あ
る
と
批
問
し
、
ギ
l
ル
ケ
の
論
文
の

一
節

(
5

=
g
)
を
丸
ご
と
引
用
す
る
。
ラ
l

パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
ギ
l
ル
ケ
が
言
及
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
「
組
織
と
悶
有
の
機
関
を
欠
如
さ
せ
た
、
有
機
的
結
合
」
や

「国

家
人
格
で
も
、
国
家
人
格
の
総
計
で
も
な
い
よ
う
な
、
国
法
上
の
主
体
」
、
「
自
分
自
身
と
し
て
の
主
体
を
、
構
成
国
家
と
共
同
で
、
形
成
す

る
た
め
に
、
個
別
国
家
と
提
携
す
る
全
体
国
家
」
、
「
個
別
国
家
と
並
び
立
ち
、
領
域
も
臣
下
も
持
た
ず
、
固
有
の
首
長
で
あ
る
こ
と
で
満
足

す
る
全
体
国
家
」
は
、
明
限
な
法
概
念
で
あ
る
と
は
雪
早
え
な
い

(閉口問

=

白C
)
。
「
連
邦
国
家
と
は
、
連
邦
国
家
と
そ
の
構
成
国
家
が
、
特

別
の
組
織
や
機
関
を
持
た
な
い
有
機
的
全
体
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
新
た
な
国
家
人
格
で
も
な
け
れ
ば
、
そ
れ
自
体
と
し

て
存
在
す
る
国
家
人
怖
の
総
計
で
も
な
い
」
な
ど
と
い
う
定
義
は
、
国
法
上
の
問
題
を
解
決
す
る
も
の
と
し
て
、
理
解
不
能
で
あ
る
と
批
判

す
る
の
で
あ
る

(
問

σnコ
巳

)。
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こ
こ
で
展
開
さ
れ
た
ギ
l
ル
ケ
に
対
す
る
批
判
は
、
こ
れ
ま
で
の
批
判
と
は
若
干
性
格
を
異
に
し
て
お
り
、
初
め
て
の
本
格
的
な
批
判
で

ギ
l
ル
ケ
が
、
自
ら
の
議
論
の
出
発
出
と
し
て
い
た
問
題
、
す

あ
る
と
一言っ

て
よ
い
。
と

い
う
の
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
こ
こ
で
初
め
て
、

な
わ
ち
、
「
国
家
と
憐
成
員
の
主
観
的
な
相
互
関
係
を
、
人
格
概
念
へ
取
り
込
む
か
否
か
」
と
い
う
問
題
と
正
而
か
ら
取
り
組
ん
だ
か
ら
で

ギ
l
ル
ケ
の
述
邦
国
家
迎
論
に
対
す
る
根
源
的
な
批
判
と
な
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
削
い
に
対
し
て
は
、

あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
批
判
が
、

私
見
で
は
、
否
定
的
に
答
え
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
田
い
わ
れ
る
。
「
個
人
主
義
的
な
解
釈
以
外
に
、
人
格
解
釈
は
あ
り
得
な
い
」
と
い
う
、

ラ
1
パ
ン
ト
の
人
格
概
念
を
、
前
提
と
し
て
受
け
入
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
確
か
に
、
ギ
l
ル
ケ
の
連
邦
国
家
理
論
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
前
提

と
「
矛
盾
」
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
本
仙
の
第
二
部
第
二
昨
に
お
い
て
見
た
よ
う
に
、
ギ
1
ル
ケ
は
、
公
法
上
の
人
格
概
念
に
と
り
、

私
法
上
の
人
格
概
念
が
不
十
分
で
あ
る
と
王
援
し
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
前
提
と
し
た
人
格
概
念
自
体
を
拒
否
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
代
え
て
、

公
法
の
た
め
の
新
た
な
人
格
概
念
の
形
成
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
「
内
在
的
な
矛
盾
」
を
指
摘
す
る
た
め
に
は
、
一
日
一、ギ

l
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ル
ケ
の
人
格
概
念
を
前
提
と
し
て
受
け
入
れ
た
上
で
、
そ
の
帰
結
と
し
て
の
ギ

l
ル
ケ
の
辿
邦
国
家
理
論
が
、
ギ

l
ル
ケ
自
ら
が
前
提
と
し

た
人
格
概
念
と
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
を
、
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
、
ギ
l
ル
ケ
が
拒
否
し
た
よ
う
な
、
ラ
1
パ
ン
ト
の
人

格
概
念
を
前
提
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
、
ギ
l
ル
ケ
の
帰
結
と
「
矛
盾
」
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
矛
盾
を
指
摘
す
る

{日
)

こ
と
で
、
ギ
l
ル
ケ
の
主
張
に
反
駁
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
こ
で
も
ラ

l
パ
ン
ト
の
反
論
は
、
空
振
り
に
終
わ
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
伺
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ラ
l
パ

ン
ト
は
、
第
二
版
の
改
訂
作
業
の
中
で
ギ
1
ル
ケ
の
主
猿
を
随
所
に
取
り
入
れ
て
お
り
、
結
論
と
し
て
は
ギ

l
ル
ケ
に
接
近
し
つ
つ
、
そ
の

化法56(6'39)2471

結
論
を
も
た
ら
す
前
提
を
拒
否
す
る
と
い
う
、
論
理
上
の
困
難
を
抱
え
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
れ
ば
、

論
理
上
、
「
内
在
的
な
矛
盾
」
を
抱
、
λ
て
い
る
の
は
、
ギ

l
ル
ケ
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
ラ
1
パ
ン
ト
の
方
で
あ
る
と
一言
う
べ
き

こ
と
と
な
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
第
二
版
に
お
け
る
対
応
は
、
ギ
l
ル
ケ
が
、
ラ

1
パ
ン
ト
の

『
ド
イ

y
図
法
学
」
第
一
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版
に
向
け
た
批
判
、
す
な
わ
ち
、
「ラ

l
ハ
ン
ト
の
命
題
は
、
恋
意
的
な
選
択
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
論
理
的
推
論
の
前

挺
は
矛
盾
に
満
ち
て
い
る
」
と
す
る
批
判
(
広

コ

M
D
)

の
的
確
さ
を
例
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
も
言
い
得
る
。

1ヒt昔、56(6・40)2472

論

な
お
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
第
二
版
の
第
八
節
ま
で
に
お
い
て
、
国
家
迎
合
と
複
合
的
国
家
の

一
極
と
し
て
の
迎
邦
国
家
に
関
わ
る
概
念
規

定
が
完
了
し
た
と
し
、
こ
の
概
念
規
定
に
基
づ
い
て
、
第
九
節
に
お
い
て
、
ド
イ
Y
帝
国
を
述
邦
国
家
で
あ
る
と
性
格
づ
け
て
い
る

(山口問

=

∞
戸l
∞M
)
。
ラ
1
パ
ン
ト
は
、
そ
の
恨
拠
と
し
て
、
第

一
に
、
帝
国
が
意
思
略
立
の
た
め
の
国
有
の
機
川
聞
を
持
っ
て
い
る
こ
と
(
印口問

=

回

M
・∞
凶
)
、
第
二
に
、
ド
イ
ツ
帝
国
態
法
第
七
八
条
第

一
項
、
す
な
わ
ち
、
帝
国
の
慾
法
改
正
怖
を
定
め
た
規
定
(
問
。

同

=

8
ー忽
)
、
そ
し

て
、
第
三
に
、
懲
法
第
二
条
、
す
な
わ
ち
、
帝
国
法
の
領
邦
法
に
対
す
る
優
越
を
定
め
た
規
定
(
閉
口
問
=

∞
品
)
を
挙
げ
る
。
こ
の
議
論
は
、

第
一
版
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
議
論
(
的。同

凶∞
・叶己
)
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
第
十
節
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
第

一
版
の
叙
述

日
ロ
国

∞U
B
喧ゐ
)
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
第

一
版
と
内
容
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
第
二
版
で
は
、
帝
国
の
構
成
員
を
、

二
五
の
法
人
に

限
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
人
民
は
、
間
接
的
に
帝
国
に
関
わ

っ
て
い
る
と
し
て
、
帝
国
や
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
基
礎
か
ら
、
人
民
を
排
除
す

(印。
月
=

宅
自白血)
。
こ
の
補
足
説
明
は
、
ギ
1
ル
ケ
が
、
個
々
の
公
民
が
も
っ
ぽ

る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
補
足
説
明
が
加
わ
っ
て
い
る

ら
諸
国
家
の
仲
介
を
通
じ
て
の
み
全
体
に
印
刷
す
る
と
い
う
ラ

l
パ
ン
ト
の
構
成
に
対
し
、
全
く
の
誤
り
で
あ
る
と
し
て
激
し
い
批
判
を
加
え

た
こ
と
{
広

ニ
含
ニ
色
)

へ
の
対
応
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
「
諸
国
家
に
よ
る
仲
介
」
と
い
う
構
図
自
体
に
変
更
が
加

え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
第

一
版
の
立
場
が
基
本
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
第
三
車
(
印
口
問
=
ョ
ー

は G
見と
ら日
れ.-

tEU 
。に

は

部
分
的

新
た
な
叙
述
や
脚
注
が
力11
え

ら
れ
て
し、

る
が

ほ
と
ん
ど
第

一
版
の
通
り
で
あ
り
、
全
体
の
論
旨
の
変
更

ギ
l
ル
ケ
の
述
邦
国
家
論
の
実
効
性



こ
こ
で
、
ギ
l
ル
ケ
の
連
邦
国
家
理
論
が
、
同
時
代
の
政
治
体
制
の
説
明
と
し
て
持
っ
た
笑
効
性
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た

い
。
ま
ず
、
こ
こ
で
刊
開
示
さ
れ
た
、
ギ
I
ル
ケ
の
連
邦
国
家
理
論
は
、
概
ね
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ギ
l
ル
ケ
に
と
り
、
連
邦
国
家
と
は
、
構
成
諸
国
家
と
は
全
く
別
の
存
在
で
あ
る
よ
う
な
全
体
国
家
の
こ
と
で
あ
り
、
自
立
的
に
組
織
さ

れ
た
よ
級
国
家
と
し
て
悶
有
の
閲
家
的
人
格
を
も
ち
、
構
成
諸
国
家
の
上
位
に
存
在
す
る
国
家
形
態
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
全
体
と

そ
の
部
分
に
同
時
に
同
家
資
絡
を
認
め
る
こ
と
が
、
従
来
の
国
家
概
念
と
緊
張
関
係
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
国
家
総
力
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
か
ら

主
格
を
放
楽
し
、
全
体
国
家
と
榔
成
国
家
を
上
下
山
間
係
の
下
に
置
き
、
全
体
国
家
に
統

一
的
で
不
可
分
の
主
織
的
国
家
権
力
を
集
中
さ
せ
る

第二帝政例立IUJドイツの政治思想 (4 完)

一
方
で
、
構
成
国
家
に
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
同
械
で
あ
り
つ
つ
も
、
非
主
格
的
な
図
家
格
力
を
認
め
る
と
い
う
方
向
性
を
採
用
す
る
。
た

だ
し
、
こ
の
場
合
は
、
非
主
椀
的
梢
成
国
家
と
自
立
的
自
治
体
を
ど
の
よ
う
に
区
別
す
る
か
と
い
う
鰍
問
が
生
ま
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
難

問
に
対
し
て
は
、
全
体
国
家
と
構
成
諸
国
家
の
両
者
の
全
体
性
に
完
全
な
国
家
が
現
れ
る
と
捉
え
、
こ
の
客
観
的
統
一
に
対
応
す
る
主
観
的

述
関
を
探
し
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
応
答
を
試
み
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
権
利
義
務
の
総
体
が
、

一
者
と
し
て
最
高
次
か
つ
不
可
分
の
権
力

領
域
を
構
成
す
る
一
方
で
、
多
数
の
玉
体
に
そ
の
共
同
所
有
の
資
格
が
あ
る
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
自
治
体
に
対
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
共
同
所
有
の
資
格
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
観
占
、
か
ら
、
領
邦
国
家
と
自
治
体
が
区
別
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
は
、
こ

の
よ
う
な
多
数
の
主
体
を
、
ど
の
よ
う
に
組
織
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
は
、
有
機
的
な
連
帯
の
中
に
あ
る

多
数
の
国
家
人
絡
が
、
通
常
の
国
家
に
お
い
て
は
単

一
の
人
格
に
よ
っ
て
狙
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
主
体
を
形
成
す
る
と
考
え
、
国
家
柿
力
が
、

全
体
国
家
と
構
成
図
家
の
不
可
分
の
共
同
所
有
の
状
態
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
応
答
を
試
み
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
国
家

椀
力
は
、
線
本
法
に
よ
り
、
そ
の
行
使
に
附
し
て
、
全
体
国
家
に
割
り
当
て
ら
れ
る
怖
限
と
例
別
国
家
に
紛
り
当
て
ら
れ
る
権
限
と
に
区
分

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
下
に
国
有
怖
と
し
て
分
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
全
体
国
家
と
構
成
国
家
の
双
方
は
、
両
者
の
全
体
と
し
て

の
完
全
な
国
家
が
持
つ
其
の
国
家
統
力
の

一
部
(
従
っ
て
、
そ
れ
単
独
で
は
全
国
家
椀
力
で
は
な
い
)
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
で
自
立
的
に

北法56(6-41l 2473 
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持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
性
に
お
い
て
行
使
す
る
と
い
う
形
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
国
家
と
し
て
現
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
旬
、

全
体
と
そ
の
部
分
に
同
時
に
図
家
資
絡
を
認
め
な
が
ら
、
最
終
的
な
国
家
意
思
の
統

一
性
を
確
保
し
、
従
来
の
学
問
的
国
家
概
念
と
の
矛
盾

論

を
回
避
し
つ
つ
、
ド
イ

Y
の
「
生
の
現
実
」
を
出
来
る
限
り
歪
め
る
こ
と
の
な
い
形
で
、
「
ド
イ
ツ
人
民
の
法
意
識
」
に
適
合
的
な
迎
邦
国

家
概
念
を
形
成
し
、

ド
イ
ツ
帝
国
の
説
明
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
こ
と
か
ら
、

ギ
l
ル
ケ
の
連
邦
国
家
理
論
は
、
主
に
次
の
二
つ
の
点
で
、
同
時
代
の
政
治
体
制
に
対
す
る
高
い
説
明
能
力
を

持
っ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
第
一
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
、
北
ド
イ
ツ
辿
邦
の
設
立
に
闘
し
、
連
邦
の
設
立
と
領
邦
国
家
の

参
加
表
明
が
互
い
に
他
を
前
提
と
す
る
と
い
う
構
成
を
取
り
、
循
環
論
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の
に
対
し
、
両
者
を
同

一
の
行
為
で
あ
る
と
し

て
克
服
す
る
視
点
を
提
供
し
た
点
で
あ
り
、
そ
の
第
二
は
、
伝
統
的
に
主
椀
分
裂
の
様
相
を
呈
し
て
き
た
ド
イ
ツ
の
政
治
状
況
を
、
単

一
国

家
を
モ
デ
ル
と
し
て
作
ら
れ
て
き
た
従
来
の
国
家
概
キ
γ
乞
出
来
る
限
り
維
持
し
、
論
理
的
に
矛
盾
し
な
い
形
で
説
明
し
な
が
ら
、
同
時
に
、

らド
σコイ
!主 7
功帝
は医l
、の

ギ生
l の
ル現
ケ状
fJ'に
可
述能
邦な
医11奥

富品
地『

括主
椛形

築て
長ド
たイ

旬、4
法図
的主
t.' J.些
孟手11
帝国
府1 象

著嬰
山

内日
正最
7 す
廷を
「と
ゲに
ル/Il:
マ功
ンし
的た
」占

なで
回あ
体る
人 。

格こ
概れ

念
か
ら
出
発
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
・
り
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
本
杭
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
ギ
l
ル
ケ
の
理
論
的
な
成
果
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
述
邦
国
家
論
の
中
に
採
り
入
れ
ら
れ

た
の
で
あ
り
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
学
説
が
、
当
時
の
国
家
学
お
よ
び
国
法
学
に
与
え
た
影
響
力
の
大
き
さ
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
ギ
l
ル

ケ
の
連
邦
国
家
理
論
は
、
同
時
代
人
の
ド
イ
ツ
帝
国
の
理
解
の
仕
方
に
、
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、

『ド
イ

y
図
法
学
』
第
二
版
以

シ
ユ
ミ
ァ
ト
の
ギ
l
ル
ケ
許
価
、
す
な
わ
ち
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
国
法
学
の
本
格
的
成
功
は
、
ラ
i
パ
ン
ト
の

降
で
あ
る
と
し
、
「
ギ

l
ル
ケ
が

一
八
八
三
年
に
公
に
し
た
〔
第

一
版
に
対
す
る
〕
印
象
的
な
ラ

l
パ
ン
ト
批
判
は
効
来
な
く
終
わ

っ

(げ
)

た
」
と
す
る
評
価
に
対
し
て
は
、
む
し
ろ
、
そ
の
逆
で
あ
る
と
言
っ
た
方
が
よ
い
こ
と
と
な
る
f
フ
l
パ
ン
ト
が
「
本
格
的
成
功
を
収
め
た
」

1ヒ法56(6-421247<1



の
は
、
第
二
版
の
刊
行
に
際
し
、

ギ
l
ル
ケ
の
談
論
か
ら
、
多
く
を
学
び
と
っ
た
(
不
十
分
な
が
ら
も
)
こ
と
が

一
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

結
論

本
杭
は
、
ま
ず
第

一
部
に
お
い
て
、

「ド
イ

7
団
体
法
論
』
第

一
巻
、
第
二
巻
、
第
三
巻
お
よ
び
、

『
ア
ル
ト
ジ
ウ
ス
論
』
を
中
心
と
し
た
、

ギ
l
ル
ケ
の
テ
ク
兄
ト
の
内
在
的
理
解
に
基
づ
き
、
ギ
l
ル
ケ
の
国
家
論
が
、

『
ド
イ
ツ
団
体
法
論
』
第
三
巻
お
よ
び
、
『
ア
ル
ト
ジ
ウ
ス
論
』

に
お
い
て
、

一
応
の
完
成
を
見
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
前
述
の
と
お
り
、
ギ
ル
ケ
は
す
で
に

『ド
イ

y
団
体
法
論
』
第
二
巻
に
お
い

て
、
中
世
(
第
三
期
)

の
都
市
共
同
体
の
中
に
国
家
概
念
の
萌
芽
を
見
出
し
、
都
市
同
盟
を
は
じ
め
と
す
る
政
治
的
盟
約
組
織
、
お
よ
び
、

第二帝政創立時iドイツ町政治思想 (4 完)

初
期
の
領
邦
国
家
の
中
に
、
ゲ
ノ
ァ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
要
素
と
ア
ン
シ
ユ
タ
ル
ト
的
要
素
の
有
機
的
統
一
の
可
能
性
を
見
出
し
て
い
た
。
す

な
わ
ち
、
全
体
と
構
成
部
分
は
、
と
も
に
そ
れ
自
体
と
し
て
、
特
有
の
法
人
格
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
は
完
全
な
国
家
た
り
得

な
い
と
さ
れ
、
両
者
の
有
機
的
な
結
合
と
し
て
の
連
邦
国
家
概
念
が
、
「
其
の
国
家
概
念
」
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

提
示
さ
れ
た
「
有
機
的
」
な
結
合
と
は
、
「
全
体
と
構
成
部
分
の
主
観
的
な
個
別
関
係
が
、
岡
崎
に
客
観
的
な
規
範
と
な
る
よ
う
な
、
根
本

法
(
慾
法
)
」
に
基
づ
く
法
的
な
関
係
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
提
示
さ
れ
た
「
哀
の
国
家
概
念
」
は
、
後
の
連
邦
国
家
政
論
に
直
接
繋
が

る
よ
う
な
、
立
慾
主
義
的
思
考
を
伴
う
国
家
概
念
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
中
世
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
い
て
、
す
で
に
理
念
と
し
て
現
れ

て
い
た
「
真
の
国
家
概
念
」
は
、
結
局
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
原
因
は
、
身
分
制
原
理
か
ら
生
じ
た
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
よ
り
、

北法56(6"13)2475

公
共
心
が
減
退
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
身
分
制
原
理
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
第
四
期
の
官
態
的
絶
対
主
義
国
家
に
よ
る
諸

身
分
の
解
体
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
、
そ
の
上
で
、
新
た
な
ゲ
ノ
y
セ
ン
ン
ャ

7
ト
原
理
に
基
づ
く
、
結
社
運
動
を
通
じ
、
新
ド
イ
ツ



日且

帝
国
(
第
二
部
政
)
に
お
け
る
「
瓦
の
国
家
概
念
」

の
現
実
化
が
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
ギ
l
ル
ケ
は
す
で
に
前
期
に
お
い

べゐ
咽

て
、
自
ら
の
国
家
論
の
基
本
的
な
方
向
性
(
目
標
)
を
固
め
て
い
た
と
言
え
る
が
、
「現
代
」
(
第
五
期
)
の
結
社
通
勤
が
基
づ
く
べ
き
「
新

た
な
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
ン
ャ
7
ト
原
理
」
の
本
格
的
な
解
明
は
先
延
ば
し
に
さ
れ
る
な
ど
、
如
何
に
し
て
「
兵
の
国
家
概
念
」
が
実
現
さ
れ
る
の

か
、
と
い
う
そ
の
現
実
化
の
方
途
に
つ
い
て
は
、
未
だ
探
求
の
途
上
に
あ
っ
た
。

ギ
l
ル
ケ
は
、

『
ア
ル
ト
ジ
ウ
ス
論
』
お
よ
び
『
ド
イ

y
団
体
法
論
』
第
三
巻
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
に
正
面
か
ら
応
答
を
試
み
た
の
で

あ
り
、
例
入
と
国
家
の
間
に
中
間
団
体
の
媒
介
を
認
め
る
よ
う
な
、

ア
ル
ト
ジ
ウ
ス
を
中
心
と
す
る
ド
イ
ヴ
ノ
自
扶
法
論
を
桜
極
的
に
前
倒
し
、

「
新
た
な
ゲ
ノ
ァ
セ
ン
ン
ャ
7
ト
原
理
」
の
具
体
的
内
容
を
、
自
由
な
結
社
論
に
見
出
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
上
で
、
自
然
法
と
実
定
法
を

同
次
に
お
い
て
統

一
し
た
「
新
た
な
法
」
を
椛
築
し
、
権
力
分
立
論
と
機
関
論
を
援
用
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
不
可
伎
の
個
人
の
基
本
権
の

部
重
と
自
由
な
結
社
と
し
て
の
中
間
団
体
の
構
成
を
要
請
す
る
「
ド
イ
ツ
自
然
法
論
」
を
、
自
ら
の
立
怒
主
義
的
思
考
と
接
合
し
、
「
誌
の

の
理
論
的
定
式
化
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
ギ
l
ル
ケ
国
家
論
の
要
諦
で
あ
る
、
「新
た
な
法
と
し
て
の

国
家
概
念
」

根
本
法
」

ゃ
「
最
高
の
全
体
」
(
凹
〉
応
)
、
「
国
家
に
認
め
ら
れ
る
排
他
的
主
権
」

の
具
体
的
内
容
は
不
明
確
な
ま
ま
で
あ
り
、
ま
た
、
こ

こ
で
展
開
さ
れ
た
国
家
論
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
、
新
ド
イ
ツ
帝
国
の
国
制
の
説
明
に
適
用
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
未
だ

詳
述
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
次
に
、

ギ
l
ル
ケ
が
、
ど
の
よ
う
に
自
ら
の
国
家
論
を
ド
イ
ツ
帝
国
の
説
明
に
適
用
し
た
の
か
、
ま

た
、
そ
の
こ
と
が
、
同
時
代
に
お
い
て
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
の
究
明
が
謀
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第

一
部
の
議
論
を
受
け
て
、
第
二
郎
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
迎
邦
国
家
理
論
と
、
そ
れ
に
対
す
る
ギ
l
ル
ケ
の
批
判
の
内

容
を
分
析
し
た
。
こ
こ
で
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
に
対
す
る
批
判
と
い
う
形
で
、
ギ
1
ル
ケ
の
同
時
代
理
解
が
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、

『
ア
ル
ト
ジ
ウ
ス
論
』
と
『
ド
イ
ツ
団
体
法
論
』
第
三
巻
に
お
い
て
定
式
化
さ
れ
た
ギ
l
ル
ケ
の
国
家
論
が
、
同
時
代
の
ド
イ

7
帝
国
の
政

治
体
制
の
説
明
と
し
て
大
き
な
有
効
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
ギ
l
ル
ケ
は
、
自
ら
の
悶
家
論
を
ド
イ
叶ノ部

1ヒ法56(6-44)2476



国
の
現
状
に
適
用
す
る
に
当
た
り
、
領
邦
国
家
と
そ
れ
以
外
の
団
体
を
概
念
上
区
別
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、

一
層
複
雑
な
理
論
構
成
を
採
る

こ
と
と
な

っ
た
が
、
同
時
に
、
本
桁
の
第

一
部
に
お
い
て
は
疑
問
の
ま
ま
で
残
さ
れ
て
い
た
問
題
を
解
く
手
が
か
り
を
残
し
た
。
ギ
l
ル
ケ

の
い
う
「
最
高
の
全
体
」
と
は
、
全
体
国
家
と
構
成
国
家
が
共
同
で
構
成
す
る
完
全
な
国
家
の
こ
と
で
あ
り
、
国
家
と
そ
れ
以
外
の
団
体
を

区
別
す
る
「
園
田章
に
認
め
ら
れ
る
捌
他
的
主
権
」
と
は
、
こ
の
完
全
な
国
家
が
も
っ
完
全
な
国
家
権
力
の
一
部
を
保
有
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
椛
限
を
割
り
振
る
の
が
「
根
本
法
」

で
は
な
く
、
「
共
通
の
確
信
」
で
あ
っ
た
。

の
役
割
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
「
命
令
」

ギ
l
ル
ケ
は
、
『ド
イ
ツ
団
体
法
論
』
第
二
巻
に
お
い
て
、
「
全
体
と
全
構
成
部
分
が
、
共
に
そ
れ
自
体
と
し
て
国
家
的
共
同
体
で
あ
り
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
は
国
家
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
最
高
次
の
完
結
し
た
普
遍
的
人
格
と
し
て
の
完
全
な
国
家
概
念
を
、
両
者
の
有
機
的

結
合
を
通
じ
て
も
た
ら
す
」
よ
う
な
述
郎
国
家
を
要
請
し
て
い
た
が
、
ギ
l
ル
ケ
は
こ
こ
で
、自
ら
の
袈
前
を
概
念
上
満
た
し
て
い
た
と
言
っ

て
よ
い
。
さ
ら
に
、

ギ
l
ル
ケ
に
よ
る
新
ド
イ
Y
帝
国
の
図
制
の
説
明
は
、
論
敵
で
あ
る
ラ
l
パ
ン
ト
の
議
論
に
、
相
当
程
度
受
け
入
れ
ら

第二帝政創立山jドイツ町政治思想(4 完)

れ
て
お
り
、
同
時
代
に
対
し
て
も

一
定
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
ギ
l
ル
ケ
の
理
論
的
成
果

は
、
主
観
的
権
利
関
係
が
客
観
的
規
範
と
一
致
す
る
と
い
う
、
相
互
依
存
的
な
団
体
人
格
概
念
か
ら
出
発
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

(
同
)

て
い
た
。
こ
の
人
格
慨
念
こ
そ
が
、
ギ
l
ル
ケ
の
主
張
す
る
「
ゲ
ル
マ
ン
的
人
格
概
念
」
の
具
体
的
内
容
で
あ
り
、
ギ
ー
ル
ケ
は
こ
の
人
格

概
念
か
ら
出
発
し
、
ド
イ
ツ
自
然
法
論
の
理
論
的
成
巣
を
利
用
し
な
が
ら
、
機
関
理
論
と
「
共
通
の
確
信
」
と
し
て
の
法
概
念

(
根
本
法
)

を
梢
築
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
帝
国
と
領
邦
国
家
、
自
治
体
、
結
相
そ
し
て
個
人
を
制
和
的
に
結
合
す
る
政
治
理
論
を
、
論
理
的
に
矛
盾
し

な
い
形
で
提
示
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、

ギ
1
ル
ケ
の
政
治
理
論
に
つ
い
て
は
、
統

一
国
家
を
モ
デ
ル
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
従
来
の
国
家
論
と
の
兼
ね
合
い
に
お
い

て
、
合
理
的
な
説
明
が
難
し
い
と

い
う
、
当
時
の
ド
イ
ツ
が
世
か
れ
て
い
た
政
治
状
況
を
、
そ
れ
ま
で
の
学
問
的
国
家
概
念
を
可
能
な
限
り

引
継
ぎ
な
が
ら
、
論
理
上
矛
盾
な
く
説
明
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
優
れ
た
特
徴
を
備
え
た
理
論
で
あ
っ
た
と
一
一
百
う
こ
と
が
で
き
る
。
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ギ
l
ル
ケ
は
、
こ
の
困
雌
な
課
題
を
、
王
観
的
権
利
関
係
が
客
観
的
法
規
範
と
一
致
す
る
と
い
う
相
互
的
な
団
体
人
格
概
念
と
、
法
を
「
命

令
」
と
し
て
で
は
な
く
、
「
共
通
の
帥
信
」
と
捉
え
る
新
た
な
法
概
念
の
導
入
に
よ
り
、
論
理
上
の
困
難
を

一
挙
に
克
服
す
る
と
い
う
形
で
、

.~ 

l潤

来
た
し
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ギ
l
ル
ケ
の
政
治
理
論
は
、
法
の
「
命
令
」
と
し
て
の
側
面
を
強
調
し
た
、
当
時
の
法
実
証
主
義
の
湖

流
に
対
し
て
、
法
の
「
人
民
の
共
通
の
時
伝
」
と
し
て
の
側
而
を
強
調
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
国
家
に
対
す
る
、
人
民
の
下
か
ら
の
参
加
の

余
地
を
川
能
な
限
り
確
保
す
る
、
と
い
う
規
範
的
な
役
制
を
来
た
す
こ
と
と
も
な
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
側
而
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
ギ
ー

ル
ケ
の
政
治
理
論
に
は
、
「
唯

一
不
可
分
な
国
家
主
権
」
を
前
提
と
し
、
統
一
国
家
を
モ
デ
ル
と
す
る
よ
う
な
、
ホ
y
プ
ズ
か
ら
ル
ソ

l
、

そ
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
至
る
、
近
代
の
政
治
政
論
と
は
異
質
な
、
新
た
な
政
治
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
の
意
義
を
認
め
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
同
時
に
我
々
は
、
こ
こ
に
一
種
の
ア
ポ
リ
ア
を
見
る
こ
と
も
出
来
る
。
と
い
、
つ
の
も
、
自
然
法
国
家
理
論
は
、
そ
も
そ
も
、
治

者
と
被
治
者
の
緊
張
関
係
や
、
権
力
に
対
す
る
警
戒
感
を
基
底
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
自
然
法
国
家
理
論
を
「
止
揚
」
し
、

構
成
貝
の
主
観
的
権
利
関
係
が
、
客
観
的
法
規
範
と
調
和
的
に
一
致
す
る
と
い
う
ギ

l
ル
ケ
の
理
論
構
成
に
お
い
て
は
、
法
の
命
令
的
な
側

而
が
後
HK
に
退
い
て
し
ま
い
、
自
然
法
国
家
型
論
の
本
来
の
眼
目
で
あ
っ
た
、
治
者
と
被
治
者
の
緊
張
関
係
が
、
却
っ
て
捉
え
に
く
く
な
っ

て
し
ま
い
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
雌
か
に
、
ギ
l
ル
ケ
自
身
は
、
個
人
の
不
可
侵
の
基
本
椀
を
保
護
す
る
こ
と
を
強
く
要
求
し
て
お
り
、

こ
の
基
本
権
の
保
護
を
、
間
家
の
最
重
姿
の
任
務
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
国
家
が、

常
に
人
民
の
法
沼
識
に
忠
実
で
あ
る
と
い
う
保

証
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
む
ろ
ん
、
ギ
1
ル
ケ
は
、
国
家
が
、
そ
の
本
来
の
任
務
を
操
た
さ
な
い
場
合
は
、
構
成
部
分
に
対
し
、
そ

の
立
場
に
応
じ
た
立
愈
的
革
命
怖
を
認
め
て
お
り
、
論
理
上
は
、
こ
の
疑
問
に
対
応
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
国
家
や
そ

の
酬
明
成
部
分
に
対
す
る
臼
頼
感
を
出
発
点
に
出
来
な
い
場
合
は
、
ギ
l
ル
ケ
の
政
治
理
論
は
現
実
的
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

ギ
l
ル
ケ
の
理
論
梢
成
に
お
け
る
最
終
的
な
拠
り
所
を
な
す
の
は
、
人
民
の
法
芯
識
と
し
て
の
根
本
法
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
法
意

ま
た
、
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識
が
誤
っ
て
「
共
通
に
確
信
」
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
場
合
に
は
、
ギ

l
ル
ケ
の
論
理
構
成
に
お
い
て
、
こ
の
「
共
通
の

同
州
信
」
を
込
正
す
る
こ
と
は
困
難
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ず

一
渉
開
迎
え
れ
ば
危
険
な
議
論
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
も
っ
と
も
、
ギ
l
ル
ケ
の

政
治
理
論
自
体
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
と
の
対
比
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
時
の
文
脈
に
お
い
て
、
国
家
に
お
け
る
人
民
の
足
場
を
確
保
し
、
国

家
権
力
の
暴
走
を
抑
え
る
と
い
う
、
民
主
主
義
的
、
自
由
主
義
的
な
機
能
を
果
た
し
た
の
で
あ
り
、
ギ
l
ル
ケ
の
議
論
を
直
ち
に
危
険
視
す

る
こ
と
は
、
ギ
l
ル
ケ
の
政
治
政
治
自
体
の
解
釈
と
し
て
は
不
当
で
あ
る
。

一
九
陛
紀
半
ば
の
ド

し
か
し
、
ギ
ル
ケ
が
、
国
家
や
人
民
の
法
怠
織
に
対
す
る
伝
頼
感
を
前
提
と
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
彼
が
、

イ
ア
に
生
を
受
け
、
苦
情
明
戦
争
と
北
口
仏
戦
争
と
い
う
、
二
度
の
対
外
戦
争
に
自
ら
従
軍
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
を
身
を
も

っ
て
体
験

し
、
生
涯
強
い
ナ
ン
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
の
刻
印
を
受
け
続
け
た
ば
か
り
か
、
ピ
ス
マ
ル
タ
に
よ
る
ド
イ
ツ
統

一
を
熱
望
し
、
実
際
上
も
統

一
ド
イ

{
凶
)

ツ
を
自
ら
の
思
似
形
成
の
出
発
出
'
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ギ
l
ル
ケ
の
前
拠
は
、
後
の
時
代
に
お
い
て
、
そ

第二部政的立I~J ドイ Yの政治思想(，1 完)

の
ま
ま
で
承
認
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
ギ

l
ル
ケ
政
治
理
論
の
決
定
的
な
盲
点
で
も
あ
っ
た
。
国
家
に
対
す
る
素
朴
な
信
仰
が
破
峻
さ
れ
、

人
民
の
法
意
識
に
全
幅
の
信
頼
を
世
け
な
く
な
っ
た
後
の
時
代
に
、
ギ

l
ル
ケ
が
定
式
化
し
た
政
ム
佃
理
論
は
如
何
な
る
変
容
を
受
け
、

7
l
ゴ
1
・
プ
ロ
イ
ス
( 

z 
z 

"' 。
司
自
己

ωω
)

な
る
意
義
を
持
ち
得
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
間
い
に
応
え
る
た
め
に
は
、

や
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
を

は
じ
め
と
し
た
、
後
世
の
思
想
家
の
政
治
思
想
に
研
究
の
射
程
を
延
ば
し
、
輸
出
二
帝
政
則
か
ら
ワ
イ
マ

l
ル
共
和
政
末
則
に
至
る
、
よ
り
長

い
文
脈
の
中
で
、
ギ
l
ル
ケ
の
政
治
思
想
の
系
譜
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
間
組
と
の
取
り
組
み
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
我
々
の

次
な
る
課
題
と
な
ろ
う
。

(I
)
ち
な
み
に
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、

「ド
イ
ツ
国
法
学
」
の
第
二
版
に
お
い
て
は
、
神
聖
ロ

l
マ
帝
国
に
附
す
る
叙
述
を
削
除
し
て
、

て
お
り
(
印
口
問
=

ま
)、
こ
こ
に
ギ
i
ル
ケ
に
よ
る
批
判
の
影
響
を
み
て
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

明
J
を
避
け

しも

か

j仁法56(6・47)2479



同品

(2)
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
イ
ェ
リ
不
ツ
ク
は
こ
の

認
め
る
(
広

ニ
色
)。

(3)
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
公
法
学
に
対

L
、
ド
イ
ヴ
ノ
法
学
が
取
る
べ
き
態
度
は
、
第

一
に
、
ラ
1
パ
ン
ト
流
の
「
法
学
的
」
な

国
法
の
体
系
化
の
方
法
を
洗
練
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
よ
う
な

一
而
的
な
論
型
的
お
よ
び
形
式
的
手
続
き
だ
け
で
は

な
く
、
法
の
も
つ
理
念
的
内
容
を
も
定
〆
崇
の
対
象
と
し
て
、
明
確
に
示
す
こ
と
で
あ
る
(
広
ニ

2
i
=
ヨ
)
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
法
学
は
、
形

式
の
発
成
と
並
ん
で
、
本
質
に
お
け
る
深
化
を
目
指
し
、
国
家
と
法
の
理
念
的
内
容
を
明
白
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ

う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
に
お
け
る
法
理
念
の
築
現
に
武
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

(5
=εニ
宜
)。

{4
}
以
下
、
本
文
お
よ
び
注
に
お
い
て
、
ラ
1
パ
ン
ト
『
ド
イ

y
固
法
学
』
の
第

一
版
と
第
二
版
を
取
り
上
げ
る
場
合
は
、
煩
雑
に
な
る
の
を
避

け
る
た
め
、
性
名
を
つ
け
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
「
第

一
版
」
、
「
第
二
版
」
と
表
記
す
る
。
従
っ
て
、
特
に
断
り
な
く
「
第
一
版
」
と
記
し
た
場
合
は
、

ラ
l
パ
ン
ト
『
ド
イ
ツ
国
法
学
」
の
第

一
版
を
窓
味
す
る
。

(5)
拙
稿
「
第
二
帝
政
創
立
期
ド
イ
ツ
の
政
治
思
想

(
三
)
オ
ァ
ト
1

0
7
オ
ン

。
ギ
l
ル
ケ
国
家
論
の
発
展
と
ギ
l
ル
ケ
H
ラ
l
パ
ン
ト
倫

争
の
再
評
価
」
(
『
北
大
法
学
論
柏
市
』
五
六
巻
五
号
、
二
O
O
六
年
)
、
一
二
四
六
一
二
四
八
頁
、
参
照
。

(6
)
同
上
、
二

一一

O
頁
、
参
問
。

(7
)
向
上
、
二
一
五
七
l
一
一
一
五
九
頁
、
参
問
。

(8)
同
上
。

(9)
こ
こ
で
取
り
あ
げ
た
三
つ
の
区
別
の
う
ち
、
第
二
の
区
別
、
す
な
わ
ち
、
単

一
国
家
と
複
合
的
国
家
を
区
別
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
第
一

版
の
叙
述

3
0
m

当
l

三
)
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
吏
は
な
い
。
そ
し
て
、
第
三
の
区
別
、
す
な
わ
ち
、
複
合
的
国
家
内
部
の
区
別
に
附
し
て
は
、

新
た
な
脚
注
が
加
わ
り
、
叙
述
が
変
わ
っ
て
・
い
る
箇
所
(
出
口
問
=

凶⑤
)
が
あ
り
、
一
部
ギ
l
ル
ケ
の
批
判
の
影
響
を
伺
わ
せ
る
部
分
が
あ
る
(
こ

の
内
に
つ
い
て
は
、
法

{I
)
を
参
照
)
が
、
悲
本
的
に
第

一
版
の
内
容
(
回
口
間
三
l

吋M
4
2
1曲
M
)

を
要
約
す
る
も
の
で
あ
る
と
語
っ
て
よ
い
。

(ゆ
)
た
だ
し
、
法
人
の
柿
利
能
力
お
よ
び
意
思
能
力
に
附
し
、
ね
法
上
の
法
人
が
、
財
産
柿
の
鎖
域
に
限
定
さ
れ
る
の
に
対

L
、
公
法
上
の
法
人

は
、
支
配
怖
や
公
怖
の
領
域
に
ま
で
及
ぶ
と
論
じ
た
箇
所

(印
口問

凶吋
)
は
、
第
二
版
で
削
除
さ
れ
て
い
る
{
印
口
刃
=

u
u
)。

こ
の
削
除
に
つ

い

て
は
、

「国
家
人
格
概
念
の
形
成
に
あ
た
り
、
私
法
上
の
コ
ル
ポ
ラ
テ
イ
オ
ン
理
論
を
援
用
し
、
擬
制
主
体
に
財
産
権
の
代
わ
り
に
支
配
怖
を
仰

す
と
い
う
形
で
は
不
十
分
で
あ
る
」
と
す
る
ギ
l
ル
ケ
の
批
判
(
広

ご
M
U
-
-
以
)
が
一
定
の
影
斡
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

「
固
有
の
権
利
」
に
、
国
家
の
唯
一
の
メ
ル
ク
マ
ル
と
し
て
の
主
権
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を

北法56(6岨)2480
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占
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
後
述
す
る
。

(M
)
本
稿
第
二
部
第
二
章
第
三
項
を
参
問

。

(ロ
)
詳
し
く
は
、
前
掲
拙
杭
「
第
二
帝
政
創
立
期
ド
イ
ツ
の
政
治
思
想

{三)」
、
二
一

五
O
l
一二

五
二
頁
、
参
照
。

(日
)
も
ち
ろ
ん
、
ラ
l
パ
ン
ト
自
身
は
、
ギ

1
ル
ケ
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
明
rr

一目
し
て
お
ら
ず
、
こ
こ
で
提
示
し
た
理
解
は
解
釈
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
よ
う
な
ラ
l
パ
ン
ト
に
対
す
る
批
判
が
、
ギ
l
ル
ケ
以
外
の
理
論
家
か
ら
も
出
さ
れ
た
可
能
性
は
否
定

で
き
な
い
た
め
、
直
ち
に
ギ
l
ル
ケ
か
ら
だ
け
の
影
響
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
こ
と
に
は
注
立
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
ラ
1
パ
ン
ト
自

身
は
、
第
二
版
の
序
言
に
お
い
て
、
第
二
版
の
改
訂
を
、
新
た
な
事
実
や
文
献
へ
の
対
応
、
と
り
わ
け
ラ
l
パ
ン
ト
に
対
す
る
反
対
者
の

「誤

解
」
を
解
く
た
め
の
も
の
と
し
て
お
り
(
閉
口
同
=

〈。

zo三
、
こ
こ
で
指
摘
し
た
安
及
も
、
ラ
l
パ
ン
ト
に
言
わ
せ
れ
ば
、
ギ
l
ル
ケ
の

「似

解
」
を
解
く
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

(M
)
ラ
l
パ
ン
ト
が
、
帝
国
の
法
的
世
質
や
部
図
と
個
別
困
家
の
関
係
の
法
的
性
質
の
理
解
に
と
り
、
決
定
的
な
意
義
を
持
っ
と
す
る
、
第
三
と

第
四
の
理
論
に
つ
い
て
は
、
ギ
l
ル
ケ
に
対
す
る
応
答
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
性
が
向
く
な
い
と
川
い
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
簡
単
に
紹
介
す

る
に
と
ど
め
た
い
。
ラ
l
パ
ン
ト
が
取
り
あ
げ
る
第
三
の
理
論
は
、
構
成
国
家
を
常
に
二
次
的
な
も
の
と
す
る
イ
エ
リ
、
ネ
ッ
ク
や

y
ォ
ル
ン
の

議
論
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
第
一
一
の
型
論
を
検
討
す
る
際
に
展
開
し
た
議
論
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
ら
の
議
論

に
お
い
て
は
、
連
邦
国
家
と
統
一
国
家
の
区
別
が
不
明
瞭
に
な
っ
て
し
ま
う
と
批
判
す
る
(
的
ロ
m
=
S
I叶
M
)
。
次
に
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
、
そ
の

第
四
と
し
て
取
り
上
げ
る
理
論
は
、
連
邦
国
家
の
本
質
と
し
て
、
中
央
権
力
が
、
構
成
国
家
や
構
成
国
家
に
仲
介
さ
れ
る
個
々
人
に
は
作
用
し

な
い
と
す
る
見
解
で
あ
る
(
印
白
刃
=

ロ

la
)。
こ
れ
は
、
第
一
版
に
お
い
て
ヴ
ァ
イ
サ
ノ
の
見
解
と
し
て
紹
介
さ
れ
批
判
さ
れ
た
見
解
で
あ
り

{回
口刃

司
品
二
、
こ
れ
に
対
す
る
反
論
も
、
連
邦
国
家
は
、
す
べ
て
の
権
限
を
持

っ
て
お
り
、
そ
の

一
部
を
構
成
国
家
に
委
ね
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
と
し
て
、
構
成
国
家
や
そ
の
構
成
n
H
に
も
帝
国
権
力
は
及
ぶ
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
り
、
第

一
版
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
説
明
が
、
ほ
ぼ

そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
ギ
l
ル
ケ
の
主
張
(
広
ニ
お
)
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
議
論
を
補
強
す

る
も
の
と
し
て
、
採
用
さ
れ
て
い
る

(印
口
問
=

吐M
〉
2

ヨ
ム
)。

(日
}
従
来
、
ギ
l
ル
ケ
の
辿
邦
国
家
論
は
、
こ
こ
で
取
り
あ
げ
た
よ
う
な
ラ
l
パ
ン
ト
の
主
磁
に
沿
う
形
で
評
価
さ
れ
て
き
た
マ
住

空
昌
司
凶
白
白

。
峰
山
凶
∞
u'
凶∞吋
)
が
、
こ
の
よ
う
な
評
価
の
仕
方
に
対
し
て
は
、
修
正
が
必
要
で
あ
ろ
う
ロ
ま
た
、
ド
レ
イ
ヤ
ー
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
ラ
l
パ

ン
ト
が
陥
っ
た
循
環
論
の
問
題
を
正
し
く
指
摘
(
〈
恒

-
P4
R
白
白

0
・印

M
3
呂
田
)
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題
と
の
取
り
組
み
を
め
ぐ
る
、
ギ
ー

北法56(6'19)2181
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ル
ケ
の
迎
邦
国
家
論
と
の
関
係
を
本
格
的
に
論
じ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
も
不
満
が
残
る
。

(凶
)
ち
な
み
に
、
ギ
l
ル
ケ
は
脚
注
に
お
い
て
、
三
度

(
的
口
問
=
-
。
。
〉
D
E
H
-S

〉
コ
ヨ
ド

=
ム
〉
コ
ヨ
M
)

引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、

い
ず
れ
も
、
ギ
ル
ケ
が
ラ
l
パ
ン
ト
を
白
定
的
に
評
価
し
た
部
分
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
ラ
l
パ
ン
ト
も
、
自
ら
の
主
張
を
裂
付
け
る

も
の
と
し
て
同
定
的
に
引
用
し
て
い
る
。

(げ
)
〈
恒
一
円
。
ユ
印
与
ヨ
目
F
E
h
h。
3
2F
∞
一AV
(

前
掲
上
原
訳

「
フ
i
ゴ
I

プ
ロ
イ
ス
」
、

(凶
)
本
稿
第
二
部
第
二
章
第
五
項
、
お
よ
び
、
同
第
三
章
第
三
項
、
参
照
。

(川口
)
西
村
、
，M
掲
論
文
(
三
)
、
九
六
1
九
七
頁
参
問
。

北法56(6.50)2482

ニ
ハ
一
頁
)。

* 
本
稿
は
、
北
海
道
大
学
帯
査
博
士

(法
学
)
学
位
論
文

(二

O
O
五
年
六
月
三
O
日
授
与
)
に
補
節
し
た
も
の
で
あ
る
。
尚
、
本
稿
の
執
俸
に

あ
た
り
、
ギ
ル
ケ
の
約

一
万
冊
の
蔵
野
を
所
蔵
す
る

一
橋
大
学
社
会
科
学
古
典
資
料
セ
ン
タ
か
ら
、
資
料
閣
で
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
に
記
し
て
、
深
く
感
謝
し
た
い
。


